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は じ　　め　　に

　植生は様々な自然環境の総和が生物的に具現されたものといえる。さらに入間の活動

域では，これらの自然環境に人為的な影響が直接，間接に加わえられてくる。したがっ

て，現存している森林，草原，湿原，各種の二次植生は，過去から現在までのその立地

圏有の自然環境に，入信的干渉がどのように加えられているかの生物集団を“生きた指

標”として把握することも可能になってくる。

　植生とくに立地本来の自然植生は，長い間のその土地の様々な自然環境の揺れに対応

して今βまで発達してきている。したがって，一山かぎりの台風，洪水，旱魅などの災

害に対しては強い抵抗力や園復力をもっている。また人為的な対応策も可能である。反

面たとえばヨーロッパ大陸の森林が長い間の家畜の肝内放牧によって～度はヒース

（heath；E【eide）と呼ばれる荒原状の荒廃景観を呈したように，わずかな自然環境要因

や人為的干渉でもそれが繰り返し続けられるときには，植生や生物群集は大きな影響を受

ける。

　このような間接の環境要困の変化による植生の退行，貧化は，継続的な現地調査によ

ってはじめてその実体を明かにすることが可能である。とくに永久方形権設定による定

点の植生を定期的に測定することがもっとも好ましい。

　園鉄中央本線新線の塩嶺トンネルの建設に際して岡谷市から塩尻市に貫通する毅線建

設地付近で渇水による植生の変化が問題になっている。人為的な影響による地下水位の

低下などによる師事の変化の各分野からの科学的調査の一環として昭和53年（1978年）

から継続植生調査が行われている。すなわち，塩嶺トンネルおよびその嗣辺の湿地，樹

林，ゴルフ場の芝地などトンネル工事に伴って渇水の影響の出そうな地点誕箇所の各植

物群落生育地に4～400㎡の永久方形区permanent　quadrat；D鋤erquadra£を設定し

ている。以後定期的に各調査方形区間の植生を継続的にできるだけ厳密に調査して，個

々の蓬生や植物群落の変化，消滅，新生，発達の動態が追及されている。

　本報は！980年度の現地調査結果が過芸の資料と比較・考察されている。さらに継続

調査を行い，同時に周辺域の潜在自然植生の調査と比較・検討しながら，トンネル工事

による渇水と各種植生の変動を，より生態学的に確めたい。
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1．調査方法

　塩嶺トンネルの通過するトンネル線上を含め，周囲1伽の範囲内に永久方形区を設定

した。永久方形区は，できるだけ各主要な沢にちらばるように設けられた。永久方形権

の大きさは，調査の対象となる植生によって異なり，2認×2隅から20麗×20纏までの

様々な大きさがとられた。

　各方形区内に生育する植物について，群落階層別に全リストを作成し，各々の種につ

いてBraua－B1翻q慧磁／964の全推定法による被度（Deck凝ngsgrade）と群度（Sozia－

bilitatsgrade）の量的測定骸を与えた。

　永久方形区のくいうち作業はig77年！2月21臼におこなった。その後1978年5月22

磁，同年10月2日目次に1979年5月20臼と岡鷹1弓0月3総，そして1980年5月22aと

同年10月4日の計6演の調査をおこなった。すなわち年2翻，春季と秋季におこなって

きた。

窒．調査結果

　永久方形区は，1978年の第1翻調査時点で39ケ所に設けた。しかし，後［3のおもに

人為的な植生破壊等により，継続調査が不可能となった調査区がδケ所生じ，1979年の

秋季の調査時には34ケ所の調査地点で継続調査がおこなわれた。

　また緯80年以降の調査では，すでに前報で明らかとなったように，水分環境に対し

てもっとも高い指標性を有すると考えられる生活形スペクトルB，C，　D群の方形区に

ついて継続調査をおこなうこととした。すなわち，！8ケ所の方形区について継続調査し，

残りの！6ケ所の方形賦については適時再調査することにした。

　　　　　　　　　　　　　　裟護　永久方形麺一覧蓑

方形区

ﾔ　号
優　占　種 群落の生活形

群落階層
P瀬窯コケ顧

群落の

bｳ伽）
調査纈積
i鷹〉（ηz）

方位
傾斜

iら
標　高

浴j

PQ隻 ス　　　　　ギ 暗黒針葉高本林 3 20 2x20 NW 10 820
2 コ　　ナ　　ラ 夏緑広葉高木林 4 i3 20×20 N 10 975

3 ア　カ　マ　ツ 常緑針麹鴎本林 3鱒 7 10x10 L 騨 935

4 ミヤマイボタ 落葉低ネ：林 2鯛 2 5×10 L ｝ 935

5 カ　ろ　マ　ツ 夏緑針葉高木林 3 玉3 5×20 L 一 965

iハ　ン　ノ　キ
@　ツルネコノメソウ

夏縁広葉高本林

ｼ生多年生

32　　1 ま2

ｿ6

5×20

Q×2

iL
o　w
　一

A　7

880

X15
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方形区

ﾔ　号
優　占　種 群落の生活形

群落階層
i講繍コケ履

群落の

bｳ1凋
調査強積
i加×の

方位
傾斜
i。）

標高

浴j
10 カ　ラ　マ　ツ 夏緑針葉高本林 4 i2 7x20 L 一 930

11 シ　　　　　　バ
多年生草庫植物
@　　　　群落

1 0．7 25×4 L 一 935

12 ナガバグサ
〃 1 0．8 3×3 L 轄 920

13 ハイコヌカグナ 〃
1 0．8 3×3 L ｝ 920

14 セ　　　　　リ
湿生多年生
@草本植物群落

1 0．8 5×5 L 一 840

15 カ　ラ　マ　ツ 夏緑針葉高木林’ 3 12 10×10 w 3 875

16 カ　ラ　マ　ツ 〃 10 10×7 L 一 874

18 カ　ラ　マ　ツ 〃
…i　3〔醐

｝ 5×10 L 四 1005

19 アブラガヤ
多年生草ホ植物
@　　　　群落1

1　　　1 L5 5x5 L 一 922

20 ヤマアゼスゲ 湿生多年生@華庫植物鮮落　　　　　　　｝
｝　　i α8 　10x2P

L 一 920

21 ヒョウタンボク 夏緑楽劇林1 2 i．8 ；2・4 N 3 990

22 ゴ　　マ　　ナ 湿縫縮舗… ／1瀬 1 2x2．5 餐 4 960

23 ク　サ　ヨ　シ

　　　　i”　　　i

1 ユ

2×2 L 騨 935

25 コ　　ブ　　シ 夏緑広葉高木林 3 23 魂×7 L 　 9三3

26 カ　ラ　マ　ツ 夏緑広葉亜高木林 2圃 5 違×7 sε
…！5

925

27 ヤチカワズスゲ 湿生多年生
@草塞植物群落

2 ・・ 2．5×4 S 10 955

28 ヤチアザミ 〃 1鯛 α7i 25×1．5 ε 2 9／5

29 ミヤマシラスゲ ”． ！（鴻
α3i

2×2，5 L 一

…1025

30 ア　カ　マ　ツ 常緑針葉高本林 3 10 ／0刈0 8 20 1075

3ia サ　　ワ　　ラ 〃 4 3婆 20×20 L ｝ 833

31b モ　　　　　ミ 〃 3 i8 20x20 L 一 832

32 モ　　　　　　ミ 〃 4 30 違Ox／0 L 需 330

33 シ　　　　　　バ

多年生草本植栂　　　　　群落i

1 0．03 3×3 L 闇 935

34 ミヤマイボタ 落葉低本林i 2 2 三3×2 NW 5 987

35 カ　ラ　マ　ツ
夏緑・灘綱

4（醐 20 20x20 L 隔 905

36 カ　サ　ス　ゲ
湿生多年生　　i　草本植物群落i　　　　　　　…

／翻 i 2．5×3 L 一 839

38 ハ　ン　ノ　キ 夏緑広葉高木林 下樋 i8 ／0x12 SW 5 920

1）生活形

各講査区に出現する植物の個々の種類については，それぞれ生活形の類長病に区分

し，種類名の前に記号で記入してある。

生活形の分類は，ここではラウンキェールの冬芽の位置による分類に基づき以下の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3一



7生活形に分類した。

蓑2　醜鋤濾董ae罫の生活形

MM：大形地上植物，休眠芽が地表身上8～30那以上のもの

M　：小形地上植物，休眼芽が地表面上2～8叫こあるもの

N　：媛形地上槙物，休眼芽が地表面上0．3～2唄こあるもの

Ch：塊表植物，休眠芽が地表面上0～α3叫こあるもの

H：半地申植物，休眠i芽が地表のすぐ下にあるもの

G　：地中植物，休眠芽が姥中にあるもの

HH：水生植物，多年生の水湿植物

Th：一年生槙物

2）生活形スペクトル

　各調査地点に鐵現する種類の生活形区分をおこない，生活形スペクトルを作成した。

その結果，以下の5生活形スペクトル群に区分することができた。

（わ　生活形スペクトルA群：

　　一年生草本植物と半地中植物種7｝羊の2群のみで構成される草本植物群落。

　。該蟻永久方形権

　　　PQ－1L　PQ－12・PQ－13・PQ－33

（2）生活形スペクトル露群：

　　Th，　H，　HH，　Gのおもに草本植物種群1こよって構成される群落。水分環境に

　対してもっとも高い指標性を有する群落と考えられる。

　。言亥i当）永久プゴヲ彰季匡

　　　pQ－！4，　pQ－！9，　pQ－28，　pQ－29，　pQ－36，　pQ－27

（3）生活形スペクトルC群：

　　おもにTh，　H，　HE，　Gの草本植物種群が多いが，　N，　M，　MMの木本植物をも

　混生する群落。

　。該当永久方形椎

　　　PQ－3，　PQ－4・PQ－21・PQ－22・PQ－26，　PQ－3娃

　（紛　生活形スペクトル○群：

　　おもにTh，　H，　HH，　Gの草本植物の割合いが高いが，　N，　M，　MMの木本植物

　種群をも混生する。またC群より繋，M，　MMの割合が高い群落。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一4一



。該当永久方形権

　　PQ－1，　PQ－8，　PQ－9，　PQ－20，　PQ－23，　PQ－38

（5）生活形スペクトルE群：

　全生活形の植物を含む森林群落のうち自然生の群落。

。該当永久方形権

　　PQ－2，　PQ－3Q，　PQ－25，　PQ－31－a，　PQ－3i－b，　PQ－32

（6）生活形スペクトルF群；

　全生活の植物を含む森林群落のうち人工林。

。該当永久方形椎

　　PQ－5，　PQ－10，　PQ－15，　PQ－16，　PQ－18，　PQ－35

一5一



表3．永久方形区（PQ一肇）の種粗戒

調嶽数次
三 2 3 4 5 6 7 8

＿＿，．，．一．，．．．『．．『∴．＿＿．．．．．．．．

謝査年月日 78 78 79 79 80 80 81 81

5／22　10／2　5／20　10／3　5／22　10／4　5／2i　9／28

調査面積　　（ηz×逸） 2x20歩202×202×202x202×202×202×2G

方　　　位 NW 翼W NW NW 翼W NW NW NW
傾　　　斜　　（。） 10 10 1G 10 10 10 10 10

標　　　高　　（雛） 820 820 820 820 820 82G 820 820

高木第一層の高さ圃 2G 20 20 20 20 20 20 20

商木第一層櫃被率幽 80 80 80 80 80 80 70 7G

低木騒の高さ ｛加｝ 2．5 2．5 3．G 2．5 2．5 3．0 3．G 4．0

低目縢植毛率 囎 30 30 20 20 20 10 20 20

草木濁の高さ ．圃 0．5 0．5 α4 04 04 04 04 04

草ホ麟植立率 囎 40 50 40 4G 30 40 40 50

出　現　種　数 30 47 3？ 39 41 45 42 36

MMスギ 恥 5・4 5・4 5．4 5・4 5・4 5・4 5・4 4・3

MMミズキ S 十 1・王 十 十 十 1・1 十 玉・1

Nヤマアジサイ S ＋・2 1・2 ＋・2 三・2 1・2 1・2 1・2 ●

K o o ■ ● o o ◎ 1・2

Mアプラチャン S 2・2 2．2 2・2 2・2 2・2 レ！ 2・2 1・1

Mヤマウニギ S 十 十 十 十 十 乎 →一
●

丑【シラネセンキ漏ウ K 2・2 2．2 2・2 1・2 1。㊧ ユ・2 玉・2 1・2

Nモミジイチゴ K 1・2 1・2 1・2 1・2 十 一ト 牽 十

Rボタンネコノメ K 2．3 2．3 2・3 3・3 3・3 3・3 3・3 2．2

HHコバギボウシ K 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 ÷ 1・2 十

鷺　ミズヒキ K 1・2 1・2 1・2 1．2 1・2 1．2 1・2 レ2

Gアカネ K 十 牽 4一 十 三・1 壁・2 1・1 ÷

Mマタタビ K ＋・2 ＋・2 牽 十 ∩ 十 十 ・

封　クサコアカソ K 1・2 1・2 牽・2 ＋・2 o ＋・2 ＋・2， ＋・2

．冠ナンプアザミ K 十 十 十 李 牽 o ” 事

G　マムシグサ K 十 車 十 十 1・1 十 三。ユ 十

H　コスミレ K 1・2 1・2 十 1・2 ＋・2 ユ・1 9 十

C蝕バクモウイノデ K 十 十 十 十 一ト 十 ÷ →一

Gフタリシズカ K ＋・2 ＋・2 十 ＋・2 o 一← 十 o

Gヤマガシュウ K 十 →・ 十 十 十 十 十 十

Thツリフネソウ K 彗一・2 1・2 十 1．2 三・1 1・2 幸 1・2

Nツリバナ K →・ 幸 ÷ 十 →一 十 十 十

Chチヂミザサ K 十 2・2 1・2 3・3 1・2 2・3 ＋・2 3・3

MMウワミズザクラ S 1弓 ， 十 十 十 9 ● の

K o ● の o ・ ● ● ・←

Hガンクビソウ K 三・2 ＋。2 十 ■ 壷 十 十 亭

G　レンプクソウ K 1・2 十 1・2 一← 1・2 1・2 2．2 o

Hサワギク K i・2 十 1・2 ● 1・2 十 1・2 1・三

G　ウチワドコ．口 K 1・2 1・2 1・2 ● 十 ■ 十 ●

調査数次

G　フキ　　　　K

N　ハナイカダ　　K

頚　ヤマハッカ　　K

ThミゾソバK
H　トボシガラ　　K

・第バノヤエムK

Th　タネツケバナ　K

蛸諺ノアキ㌔
Th　ヤブマメ　　　　　K

Mノブドウ　　　K

鑓　ヘクソカズラ　K

Mアケビ　　　K

Thハナタデ　　　K

R　イヌトウバナ　K

MMオニ＝イタヤ　　 K

鶏　ヒメノガリヤスK

GクモキリソウK

Chオシダ　　　K

Chヘビノネロザ　K

Th　キツ箏フネ　　K

Nノイバラ　　　K

Nヤマブキ　　　K

GオオカモメヅルK

G　スギナ　　　K

鷺　オオヤマフスマK

G　トコロ　　　K

Rイノコズチ　　K

Thミズ　　　　K

鋼　3バノガマズミK

H　ツボスミレ　　K

H　ヤマイヌワラビK

GヒトリシズカK
猛　ミゾシダ　　　K

Hチダケサシ　K

Chつアカソ　　K

鷺ケマルバスミレK

鷺ヤマゼサ　　　K

G　タチシオデ　　　K

調蕉数次5：

講査数次6；

1

●

●

吻

●

り

●

●

●

o

●

●

・

⇔

●

．

夢

●

●

．

●

●

●

●

口

い

曝

■

夢

o

o

　2

◎

1・2

や・2

十

2・2

十

十

幸・2

十

●

牽

十

十

十

十

十

〇

費

の

。

騨

の

・

○

鱒

■

の

の

　3

十

十

十

レ2

＋・2

→一・2

1。2

隼

．

，

●

費

．

P

o

●

十

●

●

9

0

0

0

9

顧

P

．

口

●

・

　4

●

十

＋・2

1・2

●

9

2・2

十

十

十

十

●

●

◎

．

●

◎

噴

”

．

十

十

〇

，

●

●

o

●

爾

　5

＋。2

●

o

十

十

十

1・2

9

，

陰

十

●

●

◎

o

→一

●

昏

一←

o

，

●

・

．

●

・i一

十

十

噛

。

●

　6　　7　8

。　　÷　　　。

■　　　　　　●　　　　　　噛

十　　 。　　十

や　　十　　幸

牽。2　1・2　・

・　　牽　　　・

1。1　1・2　÷

1。2　　1●2　　202

o

十

！・1

●

十

十

●

十

●

鞭

●

や

1・1

0

十

・

●

o

●

十

●

o

●

●

o

・

十

願

牽

●

騨

十

顧

●

●

o

十

十

〇

十

．

十

●

幸・2

8

十

1・1

D

●

十

●

●

o

十

十

●

十

＋・2

．

篠

8

”

D

．

o

杉の木が方形蘇内1こ倒れ込んでいたため，一部は林床

に携撃あり

水鐙は多い

水量多く，ネコノメソウ類が多くなっている
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表4．永久方形区（粋Q－2）の一門成

調査数次
！ 2 3 4 5 6 ？ 8

「幽幽一■■「．一■■．■一一「’一■．一一「■■■一一一一一一一一

ｲ査年薙日 78 78 79 79
r・幽・r馳．・」・r馳幽一幽幽■■■■■rrr馳幽rrr馳r幽幽一■■「一■「「，一・一一・「・一・・一・…一一．「・一，・一一，“「

@　　　　　　　　　80 80 81 8茎

5／22　10／2　5／20　10／3　5／21　10／－　5／21　10／一

謝輪回積（η乙XηZ）
2G
?２0

2G

r
20

?２0

20
?２0

20

?２0

2G
?２0

20
?２0

2G
~20

方　　　位 N N N N N 未 醤 未

傾　　　麟 （。） 10 1G 10 10 10 調 10 調

標　　　高 ＠） 975 975 975 975 97δ 蒼 975 査

高木第一愚の高さ〔凋 13 13 13 13 1峰 14

高木第一趨樒被率囎 80 80 7G 70 8G 75

高木第二願の高さ㈱ 8 8 8 8 8 8

高木第二麟績被率幽 20 20 20 20 30 30

低木綴の商さ翻 3 3 3 3 3 3

低本瀬類被率幽 40 40 40 30 30 30

草木蔵の海 さ｛凋 0．3 03 03 03 03 03

草木閣槌被率駝｝ 20 20 20 15 20 25

出　現　種　数 57 70 6G 62 70 71

MMコナラ B1 4．3 4．3 4・3 3・3 違。3 備 4．3 層

MIMシラカンバ Bl 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 F か2 P

MMコブシ B2 牽 牽 幸 十 ÷ 鼎
→一

㎜

S・K 十 土 士 士 十 　 士 胴

…

MMホウノキ B1 十・ 1・1 ÷ 十 1．ユ
一 i弓 　

MMユガキ Bi 1．1 鈴 圭・1 1・三 1・ユ
榊 1弓 一

S 十 牽 や 牽 十 一
→一

　

MMクリ Bi 1・ユ 三・ユ 1．2 1・2 2・2 一 2・2 ｝

M泌ウワミズザクラi3： 2・2 2・2 2・2 2．2 2．2 鞘 2．2 槽

32 1・2 1・2 1・2 1・2 1・2 戸
圭・2

一

K 華 十 o →一 一1一

榊
＋・2

一

MMミズキ B1 1・ユ 夢 1．1 1・1 1・1 一 1・1 階

B2 十 や や 十 十 一 十 一

S →・ 十 ● 十 十 一 十 滞

MMカスミザクラ B1 1・2 1・2 ユ．2 1・2 1・2 憎 1．2 鱒

Mミツバアケビ B2 1・2 i・2 1．2 1・2 1・2 一 1・2 魑

K 2・2 2・2 2・2 1・2 2・2 柑
2・2

｝

MMフジ B2 2．3 2・2 2．2 2．2 1．2 一
三・2

哨

K ・ ・ ◎ 口 1・2 F 1・2 騨

MMヤマボウシ B露 1・2 1・2 1・2 三・2 1・2 一 1・2 一

S や 牽 ÷ 十 率 一 幸 胴

Mヤマウルシ B2 十 ＋。2 十 十 牽 崩
●

一

s 1十 →一 ÷ 十 十 一 キ 一

K D ● o 観 牽 喘 幸 柵

Nミヤマイボタ S 2・2 1・2 2・2 2．2 2・2 ．＿ 2．2 一

Nツリバナ S 1．2 2・2 1・2 1・2 2・2 椚 2・2 鼎

K 1・王 三・1 1．1 1．1 1・1 龍
ユ。三

一

Nコバノガマズミ S 十 十 十 →一 十 鼎 十 榊

賛サワフタギ S 1・2 1・2 1・2 1．2 1・2 一 1・2 一

Nコマユミ S 十 十 十 十 1・2 附 1・2 轍

K 十 ・ 1・2 1・1 2・2 一 2・2 一

Nガマズミ S キ 十 十 十 十 齢 十 曽

N　サンショウS・K 士 士 十 止 十 辱 ± 柵

一

調査数次

　　　　釣1ダンコウパイ　K・S

　　　　　　　　　　　S

　　　　Nズミ　　　　S

　　　　翼オトコヨウゾメS

　　　　Nヤマツツジ　　S

　　　　　　　　　　　K

　　　　Mウリカエデ　S・K

　　　　Nツノハシバミ　　S

　　　　　　　　　　　K

　　　　MアブラチャンK

　　　　Chヘビノネゴザ　K

　　　　葺アキノキ弓ンソウK

　　　　MツルウメモドキB2

　　　　　　　　　　Sr碁

　　　　GアケボノスミレK

　　　　Nサルマメ　　　K

　　　　HエイザンスミレK

　　　　Kタガネソウ　　K

　　　　Gタチドコロ　　K

　　　　GミヤマプソレコユリK

　　　　N　　ノイノぐラ．　　　　K

　　　　擁ホソバヒカゲスゲK

　　　　且キバナアキキ簿K

　　　　GサラシナショウマK

　　　　Gヒトリシズカ　K

　　　　鍍シナノザサ　　K

　　　　Hヒメノガ弓ヤスK

　　　　Nモミジイチゴ　　K

　　　　Gヤマガシュウ　B2

　　　　　　　　　　　K

　　　　Mノブドウ　　　K

　　　　Nミヤコザサ　　K

　　　　Hシラヤマギク　K

　　　　Gキジカクシ　　K

　　　　嘱謹富ヨウK

　　　　Mヤマグワ　　　S

　　　MMヤマモミジ　　K

　　　　NクロヅルK
　　　　H　ツリガネニンジンK

　　　　H　ナライシダ　　 K

　　　　騒チダケサシ　　K

　　　　Nヤマウコギ　　K

　　　　N　タンナサワフタギK

　　　　層募ツヅラ8，・K

　　　　Gノダケ　　　K

　　　　Gタチシオデ　　K

　　　　Gイカリソウ　　K

　　　　Nモミジイチゴ　K

　　　　H　ミツバツチグリK

－7一

玉2345678十　　牽　　十　　÷　　十

1●2　　1●2　　1・2　　1●2　　ユ●2

＋　　牽●2　　率　　 1。2　　÷

1・1　1・1　1・1　1・1　牽

1・2　　1●2　　顧　　　＋　　1。2

1。2　　1●2　　1。2　　1●2　　｝●2

＋　　率　　止　　土　　＋

＋　　　一←　　一←。2　＋02　　＋

。　　率　　牽　　十　　十

牽　　畢　　一←　　千　　◎

1●2　 1ゆ2　 i●2　 1●2　＋臨2

牽　　÷　　÷　　ナ　　÷

・　　・　　十　　十　　牽

＋　　士　　＋　　士　　率

2●2　3●2　1翰2　1。2　 1の2

牽。2　　＋。2　　＋。露　　＋。2　　1鯵2

三，2　　マ　　　牽　　　＋　　＋●2

＋。2　→一。2　→一。2　　や　　争。2

192　　1。2　　1●2　　1墜2　　三92

十　　牽　　十　　十　　十

争　一←・2　季畢2　＋　　幸

1騨2　　1。2　　1騨2　　1。2　一←。2

十

十

十

〇

驚

●

o

o

十

十

十

〇

●

●

●

●

o

融圭

1・ユ

十

十

十

→・

亙・2

十

9

の

十

の

十

十

十

．

顧

や

十

十

十

〇

十

十

〇

9

0

＋・2

，

1・ユ

十

●

十

顧

十

十

1・1

一㌢

●

●

●

●

十

●

士

1・2

十

1・2

i。2

⑤

十

十

壕。2

十

1・2

1・2

1。2

1。2

十

牽・2

＋・2

牽・2

9

鴨

1・2

沿黶E2

0

脅

十

十

〇

十

十

十

〇

十

駒

●

十

◎



．調査数次

　MMアオハダ　　　　S

　GオオカモメヅルK

　擁ヒカゲスゲ　　K

R卜¥嘱K
　Mナツヅタ　　　K

　GツルニンジンK

．　Gアカネ　　　K

　Hアキカラマツ　K

　H　オカタツナミソウK

　Nクサボタン　　K

　紐ヤマカモジグサK

　K　トボシガラ　　K

　N　ミヤマガマズミK

　Hオケラ　　　K

　Hイチヤクソウ　K

　Hヌスビトハギ　K

　MムラサキシキブS

　M瓢エンコウカエデK

　HタニセリモドキK

　狂　ヒヨドサバナ　　K

　Nニガイチゴ　．K

　GオオバギボウシK

　M　ウ1メハダカエデK

　翼ソヨゴ　　　K
　Nミ鰐ダイスs

　Nクロモジ　　　K

　Hシラヤマギク　K

　Hシロヨメナ　　K

　鍼　婆ヨウプ　　　 K

　Hミヤコザサ　　K

123456？8
9

●

o

十

十

十

1・1

十

十

〇

●

o

・

・

0

9

0

0

0

0

，

o

・

噸

あ

噸

。

協

。

●

●

十

〇

●

●

・

●

o

・

o

o

9

●

●

十

十

騨

。

り

●

ゆ

鱒

÷

十

9

●

幽

■

●

馴

o

o

●

●

o

◎

9

●

の

・

・

●

駒

。

●

o

・

十

●

●

・

●

千

寧

。

一｝・

｛＋｝

十

十

ゆ

の

●

●

十

÷

o

●

●

十

十

〇

〇

●

十

●

・

・

●

十

，

十

●

十，

＋・2
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裏5．永久方形区（PQ－3）の種親成巨

峯甕数次

講甕年月日

調盃〔百1積　（ηz×寵）

方　　位

傾　　斜　　｛。｝

標　　高　　圃
高本第二騒の傷さ侮）

鳥木第二溺植被率願

低木溺の高さ｛凋

低木麟蕪被率幽

草本誌の高さ〔叫

草本心的被養君

コケ魑の横被率囎

出現　蓑霞数

MMアカマツ

MMフジ

MMコナラ

Nノリウツ；ギ

Nニシキギ

Rズミ

封ミヤマイボタ

B2

S

B2

S

K
82

S

K

S

K
S

B2

S

K

S

MMウワミズザクラ王32

　　　　　　　　S

Nノイノくう　　　　82

　　　　　　　S・K

N　レンゲツツジ　S

Gヤマドリゼンマイ幽く

鷺ニッコウシダ　K

Hマツバスゲ　　K

濁シナノザサ　　K

MMミズキ　　　K

Nヤマツツジ　　K

HミツバツチグリK

Chヘビノネゴザ　K

Thヒメジョオン　K

Hヒメスゲ　　K

HホソバヒカゲスゲK

Nコマユミ　　K

鷺RコバノギボウシK

8ツボスミレ　　K

1234567878　　　78　　　79　　　79　　　80　　　80　　　81　　　81

5／20　10／2　5／23　10／3　5／21　10／3　5／20　9／28

10　10　10　10　10　10　10　10
x10　x10×10　×10　x10×10×10　×10

935　935　935　935　935　935　935935

77777788．530　　30　　30　　30　　3〔｝　　70　　30　　60

3，5　　3．5　　3．5　　3，5　　3，5　　3．5　　3．5　　4．0

60　　60　　60　　60　　70　　30　　70　　50

06　06　0β　06　06　06　0β　06

30　　70　　30　　40　　黛0　　40　　3G　　40

10ユ010105　105　10

36　　39　　30　　44　　45　　45　　43　　40

．2・2　2。2　2●2　2●2　2。2　3。3　2●2　3。3

　・・　十　　十　　・　　・　　。　1・1　・

1。2　1騎2　1●2　ユ●2　1賢2　2．3　1曾2　2●3

　・　　1・2　1・2　1。2＋．2　1。2→”。2　1。2

幸・2　・　　十　　十　　十　　→一　十　　畢

i”1　1。2　1齢1　1。i　1●1　1●1　1●1　1。1

　＋　 2．2　 ＋　　＋　　→一　　幸　　斗・　　＋

　●　　　o　　　●　　　■　　　●　　　o　　　o　　　十

3，3　3の3　3。3　3唇3　3。3　2。3　3●3　2陰3

　●　　曹←　　。　　。　　十　　十　　十　　十

1。三　1・11・11・11・ユ　1・1　圭・玉　レ1

　。　　 ・　　 。　　 。　　 ●　　 o　　 り　　1鋤2

2●2　2．2　2騨2　2●2　2●2　i鴨2　2。2　 牽

　＋　　＋　　 ●　　．　 牽の2　＋曾2＋・2　 尋一

ユ“2　｝，2　ユ92　ユ●2　三〇2　1●2　1ゆ2　1。2

　⇔　　　の　　　噴　　　，　　1嘩2　玉。1　1P1　1．ユ

　→一　　十　　 →曽　　幸　　 十　　　●　　　・　　　”

　’　・　・　。　1・1　→一　1・1㈱

　ゴ＝　　1。2　 ÷　　 率　　1●2　　．　　＋　　 曾

　”÷一　圭晦2　1。王　2。2　三のユ　1・2　1。i　1・2

2●3　3脆32観33●32，32。33・2　3響3

2．2　303　2●2　3●3　2・3　3，3　293　3。3

1。2　i●2　1．2　1。2　1●2　1．2　1・2　1．2

　一｝一　1・2　 ＋　 1昏2　 ＋　 1顧2　 ＋　 1。2

　＋　　＋　ユ・11・1レユ1・三圭・11・1

　＋　　 一ト　 ＋の2　＋．2　 袴一　　÷　　 ÷　　一ト2

→一・2　 ÷　 や。2＋。2＋顧2＋顧2＋・2＋ψ2

　＋　1・2　＋　　率　　牽　　＋　　＋　　牽

　十　　→一　　十　 1gi　÷　　十　　・　　十

ユ●2　1層2　192　1・2　1。2　 ＋　 1。2　 ＋

→一の2　＋●2　率。2　＋●2　＋●2　 一←　　＋　　 ＋

　十　　十　　十　　十　　牽　　→一　　牽　　十

畦一〇2　＋●2牽箏2　＋・2　 牽　　 ＋　　 一←　　＋

＋ゆ2　＋92　　。　　1●2　1，2　1・2　1。2　1P2

講査数次

Nクマヤナギ　　S

　　　　　　　　K

Hチダケサシ　　K

鷺タチツボスミレK

Hヒメシダ　　K
Nミヤマウgs
狂ヌカポシソウ　K

Hコメガヤ　　K

Gオ夋{。ウK

NクロツバラS
　　　　　　　　K

NツノレウメモドキS

　　　　　　　　K

Mノブドウ　　S

　　　　　　　　K

Thウナギツカミ　K

Thアケボノソウ　K

Mヤマウル．シ　　　S

Hノガリヤス　　K

壬｛ススキ　　　K

MMカスミザクラS・K

Mヌルデ　　　S

Gザゼンソウ．K
殖　オオヤマフスマK

鷺ミミナグサ　　K

T熱タネツケバナ　K

ChカタバミK
G　トコロ　　　K

蕪Hヒメシロネ　　K

Thアシボソ　　K

葺ハネガヤ　　　K

鷺赫QムグラK

Gヤマガシュウ　K

鷺ノコギサソウ　K

Gカラハナソウ　K

Gテン凬盗絡

HホソバシケシグK

N　コバノガマズミK

N　カラコギカエデK

MムラサキシキブK

HアキノキリンソウK

Gイヌゴマ　　K

H　ミツバアケビ　K

］日【セイヨウタンポポK

貰ニガナ　　　K

Th　ヤノネグサ　　　　K

　1

●

十

牽。2

十

1・2

　0

　の

・

　●

　●

　P

　●

⇔

　0

　9

1・2

一←

　・

　．

●

●

　●

　●

o

．

，

●

●

・

・

．

　鱒

●

　2

　●

十

　鱒

1・2

0

　●

　，

　●

＋・2

÷

　●

十

十

1・ユ

　○

●

●

o

　．

一ト

十

　●

　●

o

●

．

・

り

　●

　費

　●

3

●

十

十

◎

十

〇

．

o

÷

0

9

●

◆

o

，

●

●

●

噸

・

o

●

o

o

”

●

●

●

●

．

o

．

，

　4

　0

十

　●

十

十

十

　■

　●

＋。2

十

や・2

　●

＋・2
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蓑6．永久方形区（PQ－4）の種絹成裏

調竃数次 1　　　2　　3　　4　　5rヤ【●【－噛【■r■亨TrrL馳．・…．幽．・，甲．」．L，7亨・亨亨亨「－「「「「馳「「「馳－幽幽．．P」り「り亨“亨亨亨「「－・．6 7 8
一一■7一一■r，，・，亨，rτ「厚「「「．・－■「．，「髄「「ヤ

調査年月日 78 78　79　79　80 80 未 8ユ

5／20 10／2　5／23　10／3　5／21 10／3 調 9／28

調査面績（皿×皿〉 5x10　5×10　5×1e　5＞く10　5×1G　5×玉G 査 ひ（玉G

方　　　位 L L　　L　　L　　L L L

傾　　　斜　　（。）

橡　　　商 （皿） 935 935　935　935　935 935 935

低木騒の高さ ｛祠 2 2　　2　　2　　2 2 2

低木綴植被率 幽 1δ 15　　　！5　　　15　　　15 15 15

草木簡の高さ 圃 03 03　04　G5　G4 08 1D

草木層植被率 囎 75 90　　　90　　　100　90 95 95

コケ麟の嫉被率 幽 畦0 一　　30　30　25 30 3G

出　境　種　数 26 28　　　33　　　37　　　28 33 32

N　ミヤマイボタ S ！・1 1・1　　1●玉　　1●2　　1・ユ 1．1 牌 1．1

嬉　ノイバラ S ＋・2 ＋●2　　→一夢2　　＋。1　　’牽●2 牽。2 一 ＋2

丁目ミズキ　　　　S　十　　や　　＋　ユ。2　1・1　1・1

Nノサウツギ　　　S　1・2　2・2　1。2　182　1・2　1・2

猛ツボスミレ　　K　1。2　2・2　1・2　1・2　1・2　192

Hヨモギ　　　　K　2・2　2・2　2・2　2・2　2・2　2・2

H　マッノマスゲ　　　　Ki　1●2　　1。2　　1騨2　　王の2　　2●2　　2●2

　　　　　　　　　i
Rチダケサシ　　　Kl一←・2　＋・2　1。2　1・2　2・2　2・2

　　　　　　　　　r
H｝｛ヒメシ鐸ネ　　Ki1・1　2・3　1・1　1・2　1・2　2。2

・ススキ　Ki囎2・21・2　i・21吻・・2
R　　ミツ～ぐツチグ1∫　Kl＋●2　　1。2　　1●2　　1．2　　2陰2　　1●2

Rヒメシダ　　　K　＋・2　2・2　1槍　1・2　㍗2　1・2

K　魂アマァワ　　　　　K　　2・2　　2，2　　2，2　　2●2　　　・　　　尋一

照ヤマアゼスゲK｛2・22・22・23・22・23・2

頚Rアブラガヤ　　K

Thウナギツカミ　　K

下灘［サワ；ギキョウ　 王く

ThヒメジョオンK

Hゴウソ　　　K

HウマノアシガタK

R　ノハナショウブK

Th　ヤノネグサ　　　．K

T翫　ミソ塗ソノぐ　　　 K

N　イヌコリヤナギK

鷺ニガナ　　　K

T熱タネツケバナ　K

MMフジ　　　　K
擁　オオヤマフスマK

Hスイバ　　　K

Chヘビノネゴザ　K

鷺HコマッカサススキK

B鷺サワヒヨドリK

Th’アシボソ　　　K

Hノが婆やス　　K

H　ムカゴエンジンK

Gイヌゴマ　　　K
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桑・2

十

i・1

　　　　　調畳数次
　　　　　Hヤマキツゑ多。K

　　　　　Thツユクサ　　　K

　　　　　Gチゴユリ　　K

　　　　　狂Hヌマトラノオ　K

　　　　　亘Hドクゼリ　　K

　　　　　HHアカバナ　　　K

　　　　　MMハンノキ　　　K

　　　　　N　　キツネヤナキ「　　K

　　　　　猛　ハンゴンソウ　　K

　　　　　Thハナタデ　　　K

　　　　　｝｛Hイ　　　　　K

　　　　　KヤマノコギリソウK

　　　　　H　オトギサソウ　 K

　　　　　筆｛エゾノギシギシK

　　　　　G　ヒメ’ザ・ビンソウK

1。1　　　　G　ヤマドリゼンマイK

2・2　　　　Thヒメジソ　　　K

2。2　　　　　N　カラ羅・ギカエデK

2・2　　　　H　ジガバチソウ？K

1・2

1。2

2・2

2・2

1・2

ユ・2

　顧

3・2

，2・2

3・2

　吟

1・2

　蜘

1・2

　0

　顧

　●

　十

1・2

　．

1。2

÷・2

十

1。1

　－10一

1　2
。　1・2

・　　十

の　　　　　　●

●　　　　　　●

○

●　　　　　　　◎

9　　　　　　●

じ　　　　　　　q

●　　　　　　　●

●　　　　　　●

魯　　　　　　o

●　　　　　　　●

，　　　　　　●

●　　　　　　の

。　　　　　　●

●　　　　　　魯

●　　　　　　　o

●　　　　　　●

3　毒　5　6　7　8
十　　÷　　・　　　　　　　　÷

。　　・　　・　　÷　　一　　率

牽　　 篭　　亀　　葛　　　麿　　．
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・　　十　　十　　十　　　F　　・

十　　　　　・　　・　　辮　　・
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・　　十　　。　　●　　　榊　　。

・　　十　　・　　・　　滞　　十

●　　一ト●2　　　　　　＋●2　　　一　　÷・2

●　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　o　　　　　　　揃　　　　　o

●　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　●　　　　　　　闇　　　　　脅

。　　十　　 ・　　・　　　㎜　　’

〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　悔

●　　　9　　＋。2　　。　　　　一　　＋◎2

。　　…　　　　　　　　　一　　十

・　　…　　　　　　　　　轍　　牽

・　　・　　。　　・　　　騰　　→・



表了．　永久方形区（鈴Q－5）の穰鰻成簑

講査数次 1 2　　3　　透　　馳「「．馳．一・．’“ 　5，り，亨，，ヤ，厚 6・幽．一一．

．■「「「冒馳「「幽幽幽冒「一一’一■馳馳馳「

謁査年月日 78 78　79　79 80 釣

5／23　10／2　5／23　10／5　5／21 1G／一

瞬査蔭穣　＠×麗）
15
?２G

15　15　15×20　）＜20　×20 15×20

方　　　位 L L　　L　　L L 来

傾　　　斜　　　（。｝ 講

標　　　薩　　　｛切 965 965965965 965 査
高木第一麟の高さ（掲 13 13　13　13 13

腐木第一層樒被率膨 85 85　85　85 85

低本顧の高さ　｛切 2 2　　2　　2 2

低木春植被率　｛鱈 20 20　20　20 30

草木麟の高さ　圃 0．3 0，3　0．4　0．5 0．5

華木々霜被率　醐 50 δ0　40　50 50

患　現　種　数 58 85　82　103 97

MMカラマツ　　81 5・5 5・45・45・4 5・4 輔

MMク1／　　　　　S 十 十　　　→一　　十 ナ 備

MMコナラ　　　　S 1・1 1・21・三1・1 1・1 一

K 十 十　　　・　　　・ ！・2 僻

Nノリウツギ　　S ユ・2 1・2i・21・2 1・2 儲

Mダンコウバイ　　S 噺 や　　　十　　　牽 牽 一

MMミズキ　　　　S 1・1 1・1　牽　　＋ 1・1 馴

MMウワミズザクラ　S 1・2 1・2＋・2＋・2 ＋・2 一

Mヤマグワ　　　S 幸 →一　　十　　　→一 十 皿

Nヒメウコギ　　S 馳2 ＋・2ユ・21・2 1・2 隔

　　　　　■「mミ Dク似s 十 一1－2　＋　　糸 十 傭

N　タンナサワフタギS 2・2 2・32・22・2 3．3 尉

M　タラノキ　　　S・K 率 率　　畢　　士 率 一

㎜
N　　ミヤマイボタ　　S ユ・1 三・2｝・21・2 1・2 榊

N　レンゲツツジ　　S ユ・1 1・11・21・2 1・2 一

K ＋・2 →・・2　・　　・ 1・2 榊

MMフジ　　　　　S 1・2 2・22・22。2 2・2 一

K o ・　ユ・22。2 一ト・2 P

M手玉スミザクラ　S●K 牽 十　　士　　牽 畢 　

一
麟　コマユミ　　　K 十 士　＋・2一←・2 牽 一

N力Ts・K 十 ＋　　士　　喪 や 一

一
H　　　ノ　ガリ　魂，ス　　　　　　K 2・3 2。3レ2レ2 1・2 餉

Mアケビ　　　　K 1・2 2・22・32・3 2・3 一

G　ヒトリシズカ　K 1．1 1・2　レ三1・1 2・2 幽

狂　タチツボスミレK 幸 十　　　十　　　十 ユ・2 榊

H　ワレモコウ　　K 十 十　　　→一　　十 牽 榊

N　ボタンヅル　　K 十 ＋　　＋　ま・2 →一・2 一

顧　アキカラマツ　K →一 →一　　や　　　十 1・1 一

Nニガイチゴ　S・K 十 ＋　十・2　士 一←
一

～
財　ミツバアケビ　K ＋・2 1。2　レ21・2 1．2 一

MババヤマボクチK 十 ＋　　÷　ユ・1 ユ・1 m

Mエビヅル　　　　K ÷・2 ÷　申・2牽・2 ÷ 欄

H　タカトウダイ　　K 十 ＋　1・1　壷 十 　

R　タムラソウ　　K ÷ ＋・21・1レ1 1．1 嘔

Chヘビノネゴザ　K 1．2 2・21・21・2 1・2 一

’　　舗査数次

　　　M短イワガラミ　　K

　　　　HホソバヒカケヌゲK

　　　　賛クサボタン　　K

　　　　Nスイカズラ　　K

　　　　NナワシロイチゴK

　　　　R　ノハラアザミ　K

　　　　｝1ヤマカモジグサK

　　　　GアケボノスミレK

　　　　Mウ1メハダカエデK

　　　　鷺　ケマルバスミレK

　　　　Nガマズミ　　K

　　　　H　ツリガネニンジンK

　　　　H　オカタツナミソウK

　　　　Gチゴユリ　　　K

　　　　G　トコロ　　　K

　　　　G　フユノハナワラビK

　　　　Nクサイチゴ　　K

　　　　Hシラヤマギク　K

　　　　闘ヤマハツカK
　　　　鷺　ミツバツチグリK

　　　　Mノブドウ　　　K

　　　　顛ヤマウルシ　　S

　　　　N　ノイハrラ　　S。K

　　　MMオニグルミ　　S

　　　　G蔑あt審翁ウK

　　　　鷲材寝。グラK

　　　　Hハネガヤ　　　K

　　　　Nサルマメ　　　K

　　　　Kチダケサシ　　K

　　　　資イヌヨモギ　　K

　　　　Hユガナ　　　K

　　　　Hナンテンハギ　K

　　　　珂カワラマツバ　K

　　　　Chオシダ　　　K

　　　　ChウツボグサK

　　　　Hタチフウロ　　K

　　　　Gタチドコロ　　S

　　　　　　　　　　　K

　　　　G　オオバギボウシK

　　　　T熱ヒメジョオン　K

　　　　Gナルコユリ　K
　　　　ゼギ舞クソウK

　　　　鷺ゲンノショウコK

　　　　Hツノレljンドウ　K

　　　　NイヌザンショウK

　　　　Gシオデ　　　K

　　　　H　オオアブラススキK

　　　　蘇ネズミガヤ　　K

　　　　NアオツヅラフジS

－11一

1　2　3　4　5　6
＋・2　牽ρ2　り←．2　一←曾2　1唇2
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　謝査数次

　Gクモキ1，ソウ　K

　Hオトコエシ　　K

　Nニシキギ　　 S

　GササバギンランK

　Nマユミ　　　S
　狂【タニ」セリモドキK

・Mリョウブ　　　K

MMエンコウカエデS

　NハンショウヅルS

　Nソヨゴ　　　K

　Gヨツバハギ　K
　H　アキノキリンソウK

ズ鑑ズミ興
　Gノダケ　　　K

　鷺エイザンスミレK

　Gアカネ　　　K

　鷺ハンゴンソウ　K

　狂　シラネセンキュウK

　Nハナイカダ　K
　N　ヤブハギ　　　　　K

　鷺　タケニグサ　　　K

　Nクサボケ　　　S

　Gアマドコロ　　K

　Hヨモギ　　　K
ゴ診事クソウK

Hキンミズヒキ　K

Hヌスビトハギ　K

GヤマガシュウK

H　ヒヨドリバナ　K

Nヤナギ属の一種S

NオトコヨウゾメK

MツルウメモドキK

GヤマトリカブトK

Hナンプアザミ

難ノコンギク

Nモミジイチゴ

Nクマヤナギ

Hナライシダ

MMヤマモミジ

Kキクムグラ

瓢ヤマウコギ

Gウバユリ

狂アヤメ

Bシナノザサ

Nオケラ

Hワラビ

Gノカンゾウ

S

K

S

K

K

K

K

S

K

．K

K

K

K

BウマノアシガタK

Gタチシオデ　K

澱　ミサキカグマ　K
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衰8．永久方形区（PQ－8）の種親成蓑

謂査数次 1 2　　3　　4　　5　　6　　　　馳．■●9●．櫓圃閲【■r厚炉ヤ7雫・炉幽，炉ρ，・，，炉や亨炉炉7 8

一・r馳r．■，■■■■，畠●閲r幽幽r冒閲．■■・

調畳年月欝 77 78　　　79　　　79　　　80　　　80 謝
81

6／9 　　　　　　7T／22　5／23　10／3　5／22　10／巷 9／27

調査薩積　（贋x加） 5×20　5＞＜20　5×20　5＞＜2G　5×20　5×20　5＞（20　5×20

方　　　｛立 L L　　L　　L　　L　　L L L

傾　　　斜　　　｛。｝

標　　　高　　　圃 880 880　880　88G　880　880 未 880

高木第二濤の高さ〔凋 9 9　　　　12　　　12　　　12　　　13 謝 13

高木第二騒植被率幽 90 90　　　70　　　80　　　70　　　80 査 80

低本溺の高さ　圃 2．5 2，5　　2．5　　2．5　　2．5　　2．G 2．0

低本覇槙被率　幽 3G 30　　　15　　　30　　　30　　　10 io

草木層の高さ　柳） LO 1．0　　0．5　　0ご7　　0．4　　0．8 OB

草木閣繊被率囎 75 75　　　60　　85　　　7G　　　85 85

出　現　種　数 47 31　　　30　　　40　　　36　　49 39

MMハンノキ　　　　82 4・4 4。4　4●4　5●4　4顧畦　4・3 一 4・3

S 十 ・　　や　　　十　　　。　　　牽 十

K ・ 十　　　→一　　十　　　牽　　　十 ●

N　ミヤマイボタ　S 2．2 1噂2　　1●2　　102　　2顧2　　1。2 榊 1・2

MMミズキ　　　　S 幸 ＋　　÷　1・i　＋　　＋ 一 や

K 率 十　　　歩　　　牽　　　十　　　幸 →一

Nスイカズラ　　S 十 o　　　　　　　　　．　　　　　　　　　●　　　　　　　　　の　　　　　　　　　o 一 ，

K 亙‘2 母一　　1●2　　→早　　＋●2　　1・2 ・÷・2

HHミヤマシラスゲK 4・5 4。5　　4◎5　　壕，5　4傭4　　4噂4 楠 3・4

Hマツバスゲ　　K 烹・2 隻喩2　＋費2　÷●2　＋●2　＋・2 一 ＋・2

Th　　ミ　ソ“ソノ樽　　　　　　　　　K 壷・2 謄一　　＋，2　＋92　　1，2　　2●3 榊 1・2

Hチダケサシ　　K 1・2 1・2　1・2　1・2　三・2　1・2 一 の

慧ツボスミレ　　K 2・2 2．3　　2●2　　2“3　2・3　2・3 騨 3・3

C？カラハナソウS’K 十 十　　　牽　　　十　　　呼．　　十 F 圭・2

皿
N　ノイノぐう　　　S・K 牽 士　　→一　　十　　→一　　率 　 ・

一

N　ミツバウツギS・K 三・2 ＋　　　ユ　鰯→一　　一←　　　1P2　→一●2 ｝

1・ユ　

｝
＋・2

MツルウメモドキK 十 や　　　幸　　　一←　　牽　　　→一 一 十

Gイヌゴマ　　　K 十 牽　　牽　＋・2　＋　　李 一 牽

Nズミ　　　　S

Nクロツベラ　S・K

Gスギナ　　　K

Thツi∫フネソウ　K

R狙イ　　　　　K

MMイヌ・ザクラ　S感く

Hヒメシダ　　K

Hトボシガラ　　K

H質コバギボウシ　K

MMウワミズザクラS・K

H鷲鉱グラK
Hワレモコウ　　K

レ1

十

十

壷

十

＋・2

十

　・

→一

の

1・1

十

士

十

・　　十　　十　　　・

÷　　士　　十　　十

÷　　 。　　率　　Q

→一　2，2　王●1　3●3

÷　　十　　 ・　　や

十　　十　　尋．．　　畢

十　　．→一　　・　　→一

＋の2　＋●2　牽嶋2　牽●2

→一　　・　　十　　　・

牽　　十　　や　　十

十　　十　　十　　十

十　　　…

●

士

3。壕

一ト

1。2

蘭査数次

Nケヤマウコギ　S

Hアカソ　　　K

RKヨシ　　　　K

Thウナギツカミ　K

H鷺ドクゼ1メ　　　K

MMフジ　　　B2

　　　　　　　　S

　　　　　　　　K

Gゴマナ　　　K

製アケビ　　　K

Gトコロ　　　K
暢窮ウグイスK

Hイネ科の一種K

Gアカネ　　　K

鶏慧ヒメシロネ　　K

NヤマウコギS。K

鷺　シラネセンキμウK

蕪キンミズヒキ　K

T熱キツリフネ　　K

鴛資シロネ　　　K

Mミツバアケビ　K

Thタネツケバナ　K

Gクモキサソウ　K

G　タチシオデ　　　K

Nクマヤナギ　　K

T難ミズ　　　　K

蕪ヌスビトハギ　K

Thアシボソ　　　K

MMニセアカシヤ　K

Thタニソバ　　　K

醤　タンナサワフタ同質く

Nカラコギカエデ夏く

Mマタタビ　　B2

　　　　　　　　K

Th尾揚グ郷
8ムカゴイラクサK

Thアケボノソウ　K

MMクリ　　　　K

曇ヤマガシμウ　K

闇闇数次5：

　　　　6：

　　　　8：

　1

＋　　　。　　→一　　・　牽，2　　・

牽　　十　　・　　・　　。　　や

十　　・　　・　　一←　　。　　。

十　　。　　・　十　　・　　÷

十　　。　　十　　の　　。　　・

・　　　・　　　●　　　・　　　，　　→曹。2

●　　→略2　　9　　÷夢2　 ＋　 ＋の2

・　十・2　・　一ト・2　。　　十

。　　や　　 ・　　十　　 。　　鼻

。　　→胴　　・　　＋　 一ト●2　1の2

・　　十　　 ・　　牽　　　　　十

・　　十　　牽　　 ・　　　　　・

・　牽　÷・2　・

・　　十　　・　　十

・　　・　　十　　十　　　　　十

三・2　…

十　　　・　　。　　・　　　　　十

→一　　・　　●　　。　　　　　　’

・　＋・2　・　・

。　　十　　　の　　○　　　　　　’

・　　や　　　●　　。　　　　　　◎

・　　→一　　…

…　　　　　　　　十

・　　・　　◎　　十

…　　　　　　　　十

尋　　・　　・　　率　　　　　十

…　　　　　　　　十　　　　　十

・　　。　　・　　→一　　　1。2

…　　　　　　　　十　　　　　　・

…　　　　　　　　李

轡　　・　　①　　→一　　　　　・

●　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●

，　　　　　　　　．　　　　　　　　欝　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　ψ

・　　…　　　　　　　　　　　十

・　　・　　●　　’　　　　　十

，　　　　　　　”　　　　　　　●　　　　　　　⇔

9　　　　　　●　　　　　　o　　　　　　．　　　　　　　　　　　　9

g　　　　　　o　　　　　　．　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　o

2　3　4　　5　6　7　8

ハンノキ2本．切られている。

フジがハンノキにまきつく

細いハンノキ2オく季占死

申央部に踏鞍多い。

　吟

●

1・2

1・2

十

1。2

十

〇

十

陰

山

十

●

十

費

十

十

三・2

・

o

唖一

〇

〇

十

一13一



衷9．永久方形区（PQ－9）の種翻成回

訓蕉数次 1　　2　　3　　4　　5【亨“●h－r「「馳「馳－・幽・」・ρ，rr【【，炉Ψr，，r炉「馳幽馳幽． 6 7 8hTh「L

調査年月日 78 78　79　79　80 8G 81

δ／22　10／2　5／24　1G／3　5／23　10／4 未 9／27

謁三瀬積　＠×寵） 2×2　　2×2　　2×2　　2x2　　2×2　　2x2 調 2x2

方　　　位 W W　　W　　W　　W W 査 W
傾　　　斜　　　｛。｝ 7。 70　　　70　　　70　　　70 7。 7。

標　　　高　　　圃 915 915　　915　915　915 915 915

草木礪の高さ國 25 60　　　30　　　60　　　30 50 100

草木顯植被率幽 75 80　60　80　60 80 go

コケ魑の櫃被率囎 60 60　　　50　　　25　　　50 40 30

出　翼　種　数 19 25　　25　　　3ユ　　　32 28 34

K　ツルネコノメソウK 3．3 3。3　　3。3　　3●3　2．3 3・3 P 3・3

RHオタカラコウ　　K 1・2 ＋02　　1。2　　2。2　2騨露 2・2 騨 2・2

Thツリフネソウ　K 十 2●3　192　3・3　2●2 3・3 榊 3・3

N　ミツバウツギ　　K　　　　　　　I 十 乎　　一←　　＋　玉・三 十 一 1・2

泌Mコブシ　　　K

MMミズキ　　　S

　　　　　　　K

MMウワミズザクラK

Hツボスミレ　　K

Gヤマ曲馬ブトK

Kヒメシラスゲ　K

Nヤマウコギ　 K

Nモミジイチゴ　K

Hトボシガラ　　K

Rヒ﨟BンソウK

Tbヒメジ繋オン　K

Mダンコウバイ　K

Mノブドウ　　K

Gヤマガシュウ　K

鑓スイカズラ　　K

H　　ミツノぐツチグリ　王く

慕マツバスゲ　　　K

Thノミノフスマ　K

Nヤマブキ　　K

Hスイバ　　　K

Nミヤマイボタ　K

Mアプラチャン　K

謝カスミザクラK

Nサルマメ　　K

鷺タ論ギキョウ　K

MMタニソバ　　 K

MイヌザンショウK

N　ツノレウメモドキK

Mガマズミ　　K

N　ミツバアケビ　K

Chケチヂミザサ　K

Gシオデ　　　K

Nヘクソカズラ　K

1

十　　十　　牽　　十　　十　　十

攣　　＋　　＋　 1●ユ　　率　 2・2

一←　　＋　　→一　ユ・1　 ＋　 2●2

1。1　÷　1・11。11・1　争

1，2　ユ。2　1・2　1・2　1の2　2曾2

や。2　＋・2　一←の2　　P卜　→・・2　　＋

＋●2　→一●2　＋．2　＋●2　 ＋　 牽62

　→一　　　　→一　　　　一ト　　　　→一　　　　練一　　　　一←

÷　　 ÷　　 一ト　　十　　 壷　　 十

＋曹2＋●2　率●2牽●2　1夢2　1●2

十

÷

　富

　騨

　o

　幽

＋・2

　●

　●

　，

　，

　o

　，

＋・2

　，

　，

　9

　0

　．

　o

．

3・3＋，2　2齢2　 →鴨　2●2　 →一

　　　　　　　ユ・1　＋　三・1

　　　　　・　　十　　 ●　　・

　　　　　　　十　　十　　・

　　　　　牽　1・1　牽　1・1

　　　　　＋　 一←騎2　＋薯2　＋。2

　　　　　十　　→一　　十　　十

　　　　　〇　　　　　　　■　　　　　　　甲　　　　　　　o

　　　　　・　　・　　→一　　・

　　　　　。　　十　　÷　　墜

　　　　　十　　→一　　十　　・

　　　　　　　十　　十　　・

　　　　　÷　　→一　　・　　幸

1・1

十

十

！・1

十

→一

2・2

母一

・

．

●

．

・

，

十

・

，

．

●

・

鱒

レ11・11・1ユ・ユ

。

・

十

〇

陰

，

曹

．

ゆ

・

P

o

十

十

十

→一　　・

1・2　・

，　　　　　　　　　o

　．　　　　　　　　　．

牽　　十

十　　一卜

李・2　＋

幸・2牽・2

・　　十

・　　　　　　　　　・

調資数次

Mアケビ　　　K

MMクロモジ　　K

Thアシボソ　　K

Thヤブマメ　　　K

Nニガイチゴ　　K

Hクサコアカソ　K

Thタネツケバナ　K

一　1q

－　1・2

　1。2

一　　十

一　2。2

一　　一ト

ー　一ト・2

一　　→一

一　王・2

－　2・2

一　　一←

鞘　　　　　　　　 ・

榊　　　　　　　　o

喘　　十

一　1・2

一　牽・2

鼎　　一ト

ー　　十

一　　一←

一　　→一

一　　　　　　　　　●

　　　十

鼎　　十

一　1・1

一　　十

惰　　　　　　　 ，

一　　　　　　　 〇

闇　　　　　　　 ，

摺　　　　　　　 ●

開　　や

｝　　十

騨　＋・2

騨　　→一

一　　　　　　　　　，

　　「14一

123毒5678・　　　　　　　　・　　　　　　　　●　　　　　　　　曹

。　　　　　　　o　　　　　　　幽　　　　　　　o

O　　　　　　o　　　　　　o　　　　　　O

の　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　　．

・　　　　　■　　　　　■　　　　　●

o　　　　　●　　　　　9　　　　　0

●　　　　　o　　　　　曹　　　　　●

十　　 ・　　一　　・

率　　。　　一　　・

・　＋・2　一　＋

・　　拳　　一　　十

〇　　・　　一　　→一

。　　●　　一　　÷

・　　。　　一　　十



褒10．永久方計区（PQ～10）の種翻成衰

躯甕数次

調査卑帰一

胴丸藤積

方　　位

傾　　斜

標　　鯛

山塞第一顧の高さ伽｝

高木第一腰繊被率幽

高本第コニ麟の高さ｛副

高木第二二麟櫃被率幽

低木溺の高さ圃

低目薇植被率幽

草木願の尚さ｛周

箪本瀕憾被麟醐

出　現麺数
MMカ．ラマツ　　　　32

Nヤマウコギ　　B2

N　ミツバウツギ　B2

　　　　　　　S

　　　　　　　K

Mアケビ　　 B2

　　　　　　　S

　　　　　　　K

Nミヤマイボタ　B2

　　　　　　　S

MMフジ　　　32

　　　　　　　K

MツルウメモドキS

Nヤマツツジ　　S

瞬ズミ　　　　S

MMイヌザクラ　　S

Nミヤマ ｨ拷B、

　　　　　　S・K

MMウワズミザクラS

　　　　　　　K

NツノハシバミS

Nサワフタギ　　S

Nガマズミ　　K

醤ヤマブキ　　S

MMミズキ　　S。K

鷺キバナアキギリK

Nイヌガヤ　　K

擁タチツボスミレK

Hヒカゲスミレ　K

Hアカショウマ　K

HヤマカモジグサK

GフシグロセンノウK

狂ホソバヒカゲスゲK

　1　2　3　4　5　6
78　　　78　　　79　　　79　　　80　　　80

5／22　10／2　5／24　10／35／23

7x207×207×20？×207×20未

L　L　L　L　L　謁

930　930　930　930　930

12　　12　　12　　12　　14

3G　　40　　40　　40　　50

7　7　7　7　9
70　　60　　60　　60　　60

2．5　　2、5　　2．5　　2．5　　2．5

1G　　20　　20　　20　　30

0．3　　0．3　　0．3　　0．3　　0、3

40　　70　　60　　60　　50

74　　75　　8三　　86　　8ユ

2・2　2巳2　2・2　202　2・2

3・2　3●3　392　393　3撃3

2。2　2●2　2．2　2岬2　2．2

1・2　 ●　 1●2　1・22。2

牽　　→一　　牽　　十　　十

1－2　1。2　1・2　1曾2　192

102　　の　 2，2　1鎗2　1．2

1・2　3の3　2。2　2騨2　2”2

1盲2　1。2　1◎2　1。2　ユ82

一卜　　十　　 →一　　十　　 →一

2。2　2●2　2。2　2び2　2囎2

一｝一　三●2　1●2　1●2　三・2

＋●2　　＋　 一ト92　　＋　 ＋●2

幸　　 →一　　＋　 王曜2　i●2

十　　牽　　十　　一←　　一を

1・ユユ・11・11・1レi

・　・　1。1　・

浄　　＋　　士　　重

→一　十　三・1　→一

ナ　　十　　十　　幸

十　　→「「　　千　　十

→一　　÷　　→一　　→一

÷　　十　　十　　十

十　　十　　十　　幸

＋　　十　±　 士

1・2　1．2　1．．2　2騨2

や　　十　　→一　　や

十　　十　　や　　十

1。ユ　＋

十　　÷　　や　　十

十　　十　　→一　　十

→一

や

十

→一

　　　　レ11・！1・1

1●1　1の2　1。1　1。2　192

＋　　1・2　　＋　 192　1尋2

謁査数次

ChミヤマクマワラビK

HケマルバスミレK

GヤマドリゼンマイK

Hサワギク　　K
難オオ M釜ムグラK

H　ミツバッチグ1／K

鷺ヤマオダマキ　K

醤　ボタンヅル　　　K

MMコブシ　　　K

N　レンゲツツジ　K

鶏　クサコアカソ　K

Nミヤコザサ　 K

N　モミジイチゴ　K

G　ヒトリシズカ　K

鷺タガネソウ　K

G　オオバギボウシ　K

G　サランナショゥマK

．G　アケボノスミレK

醤チョウセンゴミシS

　　　　　　　K

Gキジカクシ　K

Chチヂミザサ　　K

Nコマユミ　　K

Hアカネスミレ　K

Hキクムグラ　　K

題ノブドウ　　K

MMハンノキ　　B2

層バイカウツギ　S

　　　　　　　K

Mヤマグワ　　　K

貸アキカラマツ　K

G　フタリシズカ　K

員タニギキ繋ウ　K

鷺　ヒメノガリヤスK

Gアカネ　　　K
H　オオイトスゲ　王く

Nハナイカダ　　S

　　　　　　　K
Mムラ焜us返

　　　　Mマタタビ　　K

　　　　Hツル1ノンドウ　K

　　　　H　ヒヨドリバナ　K

　　　　Gヤマガシュウ　Kl

　　　MMエンコウカエデ　K

　　　　Gタチシオデ　　K

　　　　NヒョウタンボクS

　　　　鷲　サジガンクビソウK

　　　Chイヌワラビ　　K

　　　　Nクサボケ　　K

－15一

三

十

十

÷

十

2　3
　　÷

÷　　．十

十　　十

＋　1・1

十　　十

÷　　÷

4　5　6
十　　十

十　　十

→一　　十

1・21・1

牽　レ1

÷　　→’

十　　十

1・2　1・2　1●2　1●2　1，2

率　　尋一　　十　　→一　　十

＋の2　＋の2　　牽　　一←・2　　ナ

1・2　1麿2　　→一　　1り2　　＋

牽　＋　÷　1・1　＋

＋　　＋，2　　牽　　　一←　　1r2

2●2　2。2　2・2　1・2　2・2

i獅2　ユ，2　1⇔2　ユ◎2　162

÷　＋　＋　＋　牽。2

＋腎2　一…一92　→一，2　ユ。1　1．2

三・！　1．2　1●1　1，2　2夢2

幸　　・　　率　　り　　・

ユ。2　2●3　1，2　3蔀3　2。2

牽　　十　　幸　　十　　十

2●2　3。3　1。2　3・3　1●2

十　　十　　率　　→一　　牽

＋　　 一ト　　181　＋，2　 ＋

ユ●2　1。2　1。2　1噛2　1。2

幸　　牽

ユ・i1四

十　　　●

ナ　　十

。　　→一

三・21・2

1・2

レ2

＋・2

ユ・2

，

．

0

9

十

十

十

率

十　　十　　十

・　1・11。三

’　　十　　牽

十　　や　　・

・　　十　　 ・

尋一　　牽　　 ・

・　2。21・2

1・2　・　三・2

iD2　1。2　午趨2

÷・2　＋瀞2　＋92

ユ・2

1・1

十

十

十

〇

十

士

十

1・2

十

十

十

1・1

●

o

÷

●



　調査数次

　Gイヌゴマ　　　K

　Hタイアザミ　　K

　Gウバユリ　　K

　鷺オオヤマハコベK

　鷺チダケサシ　　K

　Mミツバアケビ　K

・ChカタバミK
　鷲オオヤマフスマK

　Gクモキ1メソウ　K

　翼　ツリバナ　　　　K

　Gシオデ　　　K

　Hトボシガラ　　K

　慧キンミズヒキ　K

　瓢サンカクヅルS・K

　翻諦ナラ　　　K

　Gワラビ　　　K

　瓢ウリハダカエデK

　Nマユミ　　　K
　Hタカトウダイ　王く

　且ツボスミレ　　K

　㌶コバノガマズミ．K

　瓢ナツヅタ　　　K

　Hダイコンソウ　K

　G　クサソテツ　　K

　鷺　 クノレマノくソウ　　 K
　｝｛　ヒカケ璽ノコズチK

　聾スイカズラ　　K

　瓢ヤマウルシ　　K

　封ナンテンハギ　K

　泌ウリカエデ　　K

　ChヘビノネゴザK

　HホソバシケシダK

　H　トラノオシダ　K

　Hヤマハッカ　　歪く

　猛ノガリヤス　　K

　R　ヤマ／、ダザオ　　K

　鑓タラノキ　　　K

　i　2
十　　　　　一←　　。

÷　　十

十　　　’　　→一　　●

十　　　　　　十　　　’

→一2　＋●2　　●　　 ．

＋・2＋・2

舟　　 ・　　十　　 ・

十　　 ・　　浄　　 。

　・　　三●2　　曹　1，2

　・　　十　　 ・　　十

　・　　→一　　・　　十

　・　　十　　・　　十

　・　　十　　・　　牽

　・　＋・2　・　士

　・　　・　　牽　　十

　⇔　　。　　十　　十

　・　　・　　一ト　　十

　。　　◆　　十　　幸

　・　　・　　十　　牽

　’　　　●　　十

　・　・　牽。2　＋

十　　　・　　　・　　　。

一ト　　…

率　　 ・　　。　　・

1・2　…

　・・　　牽　　　・　　　停

　。　　十　　　・　　　・

　・　　一軒　　骨　　・

　ゆ　　・　　牽　　・

　’　　　・　　十　　　・

．… @　　　　1・2
　。　　　。　　　・　　層一

　…　　　　　　　　　→一

　。　　　・　　　。　　十

　…　　　　　＋・2

　…　　　　　　　　十

　曹　　　　　　　o　　　　　　　吟　　　　　　　胴

3　嬉　5　6

＋・2＋・2

十

幸

十

〇

〇

の

ゆ

●

〇

十

÷

一ト

リ

ート

唖一
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蓑判．永久方形璽（PQ一判）の種紐成衷

轡．糞．灘．塗＿　　ユ2隻タ5ρ．．
講査年肩　潤　　　　　　　　　　78　　　78　　　79　　　79　　　80　　　80

　　　　　　　　　5／22　10／2　5／2宏　10／3　5／23　10／一

調蓋面積　（耽Xη包） 25x425×425x425x425x4

方　　　位 L　　L　　L　　L　　L 朱

傾　　　斜 1。｝
調

標　　　高 伽｝ 935　935　935　935　935 嶽

草木纐の高さ 鰯 7　　7　　8　　7　　7

草本顯植被率 幽 98　　　99　　　90　　　1GO　　100

出　現　種　数 K 7　　6　　6　　5　　7

班シバ K 494　5●δ　5・5　5。5　594 ”

Rナガバグサ K 3。3　293　3騨4　　3夢3　3辱3 齢

HハイコヌカグサK 2の2　　1。2　＋顧2　1●2　　　・ 一

Rシロツメクサ K ・　　　　→一　　＋。2　　　＋　　　1・2
一

ThタチイヌノフグリK →殖2　　　。　　三●2　　　。　　　1●2
一

Hオオバコ K 十　　　十　　　。　　　・　　十 一

HセイヨウタンポポK ’　　十　　　牽　　　。　　　・ 一

ThスズメノカタビラK 牽・2　・　　… 炉

丁註ヒメジョオン K 十　　　…　　　　　　　　　　十 舳

Hオオウシノケグ婆K …　　　　　　＋・2　牽 晶

蓑12．永久方形医（PQ－12）の種罎成表

調査数次 1 2　　3　　4 5 6

調査年月日 78 78　79　79 80 80

5／21　10／2　5／22　10／4　5／23 乗

調奮薩稜　㊥x龍） 3×3 3×33x33x3 3x3 調

方　　　位 L L　　L　　L L 査

傾　　　繕
｛。｝

標　　　高 圃 920 920920920 920

草木顧の高さ ㈱ 5 15　6　　8 6

草木舖擁被率 幽 98 99　10010G 100

出　現　種　数 6 4　　5　　5 5

Rナガバグサ K 4・4 5・55・δ　5・5 5・5 齢

ThスズメノカタビラK 3・3 1．21・21・£ 2・2 榊

Hオオバコ K 十 十　　　÷　　　牽 十 柳

R　シバ K 1・2 2・21・2　1・a ÷・2 曲

鶏ハイロヌカグサK 2．2 ・　2・32・3 3・3 齢

Hシロツメクサ K 1．2 ・　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　陰 ●

一
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裏13，永久方形区（PQ一葉3）の種絹成蓑

調査数次 1 2　　3 4 5 6馳一醒「幽「幽」

調資年月銭 78 78　79 79 80 80

5／22　10／2　5／22　10／4　5／23　10／一

調査面穂 ＠x融） 3×3 3×33×3 3×3 3×3 来

方　　　位

X　　　斜

W　　　高

〔。｝

ﾞ

L920 L　　L

X20920

L920 L920 調査

　　　　　rA片趨{顧の尚さ ㈱ 5 8　　6
3 3

草本麟植被率 幽 85 80　50 85 85

出　現　種　数 13 12　12 16 10

Thヒメジョオン K 2．2 牽　　　牽 1。玉 1・2 卿

Hナ刀バグサ K 2・3 2・22・3 1・2 ・

幽

Hハイ：］ヌカグサK 4・4 2・32・2 2・2 1．2 脚

Hセイヨウタンポ潔K →一 十　　　十 1・2 1・2 脚

ThヒメムカシヨモギK →一 や　1。2 十 十 齢

Thメマツヨイグケ K 十 1・2　＋ ÷ 十 闇

H　ヨモギ K 十 十　　　十 十 十 肝

H　シバ K 1．2 3・42・3 4・4 毒・4 騨

Hシロツメクサ K 1・2 ・　＋・2 十 ・
”

ThスズメノカタビラK 十・2 ・　2・2 1．2 ・2 酬

T詳ラζ誓グサK 幸 ．　　　　　　　　　　　箏 十 幽
一

Thタチイヌノフグリ K 十 ・　　→一 ・ 十 一

Thアキメヒシバ K ● 3・3　・ 2・2 ，
一

Thメとシバ K o 2・2　・ 十 o 鼎

鷺スベ1ナヒユ K 齢 1・2　・ ユ・2 ， 酬

Thコユシキソウ K 骨 ＋。2　・ 辛 ●
㎜

Hニガナ K 十 ●　　　　　　　　　o 9 ．

一

HオオウシノケグナK ● ・　1・2 9 牽 ”

Thイヌビエ K ， ■　　　　　　　　　　　． ＋・2 ●
一

表鯵．永久方形区（PQ－14。）の種粗成蓑

笥聡査数次　　 12345678調鷺…年月日　　　　　　　　　　78　　　78　　　79　　　79　　　80　　　80　　　81　　　8亙

　　　　　　　　　　5／22　10／2　5／2310／5　5／22　10／35／21　9尼8

調査　面積　　 （ηz×ηz）　5x5　5×5　5x5　5xδ　5x5　5x5　5×5　5x5

方　位　　LLLLLLLL傾　　　斜　　　（。｝

標　　　　高　　　　｛η⇒　840　840　840　840　840　840　840　840

草木騒の高さ㈱　30　80　30　60　25　50　25　100
草木∫茜権｛被率　幽　 100　iOO　100　100　100　100　95　　100

出現種数　33343242HHセリ　　　　　　K　 4顧4＋。2　5。4　4，4　5曹4　1。2　3●3　1・2

Thミゾゾバ　　K　2。3δ。52・33・32・35・54・45・5

Gスギナ　　　　　K　　2・3　÷　2・3　2・3　2。3　・　2。2　・

HHアカバナ　　　K　　…　　　　　　一ト・2　・　　・　　。　　・

Thツサフネソウ　K　　・　　’　　●　　’　　●　　曾　　十　　’

調奮数次8；水量少なく，ぬからない。

一18一



表15，永久方形啄（PQ一釜5）の種絹成袈

調査数次

調査年月田

調査蔭稜　（η以皿）

方　　位

傾　　斜　　〔。｝

標　　高　　㈱
高本第一層の高さ〔凋

割木第一贋櫃紋率幽

抵本轡の高さ＠｝

低木顯植破率囎

草本麟の高さ圃

草木題植被率紹

出現種数
MMカラマツ　　　B1

醤ニガイチゴ　　S

　　　　　　　K

MMオニグノレミS

NカラコギカエデS

　　　　　　　K

MMミズキ　　　S’K

Hヤマトウバナ　K

Chケチヂミザサ　K

Hミ燈ケイソウK

Hダイコンソウ　K

Hスイバ　　　K

鷺トボシガラ　　K

Gフキ　　　　K

GサラシナショウマK

Hオオヤマハ離べK

Gゴマナ　　　K

殖ツボスミレ　　K

Hオトコエシ　　K

Hべ℃ZクソウK

Thア宴}ツヨィK

Thヒメジョオン　K

Nボタンヅル　　K

Mノブドウ　　K

Mアケビ　　　K

Hヨモギ　　　K

薄ケゴンアカバナK

封キクムグラ　　K

Gスギナ　　　K
Hゲンノシ。ウコ忘

ThヘビノネゴザK

Hタカトウダイ　王く

HミツバツチグリK

MMコナラ　　　K

MMフジ　　　　K

1　2　3　4　5　6
78　　　78　　　79　　　79　　　80　　　80

5／22　10／2　5／20　10／3　5／22

1隻101黙01隻101隻101隻10未

W　W　W　W　W　調
3　3　3　3　3　　査
875　875　875　87δ　8？5

12　　12　　12　　12　　13

85　　80　　85　　85　　90

1D　ID　ID　ID　1

20　20　3　3　3
0．8　　08　　　0．8　　08　　0．8

80　60　60　60　60

46　　74　　49　　81　　61

5曹4　5●4　594　5看畦　5●4

2。2　2●2　 →一　1の1　 ＋

　，　　　●　　1●2　i●2　1。2

十　　十　　牽　　牽　　十

膝一　　÷　　幸　　÷　　十

壷　　幸　　幸　　十　　十

士　　止　　士　　士　　＋

＋・2　一ト　＋　率　　・

＋●2　2●2　1●2　2鱒2　1●2

＋●2　→【●2　　．　　　．　　．

2●2　2。2　2奪2　1．2　2●2

2。2　1。1　1。1　101　2。2

2顧32●32。3　！．2　2・2

2の2　1●2　2卿2　2職2　2●2

1・2　1。2　三・2　1。2　三●2

1，2　 一昏一　亙騨2　 →一　1．2

牽・2　＋●2　＋。2　＋・2＋・2

293　1。2　2．31●2　2●3

2．2　2。3　1，1　1・1　 ＋

1●2　1。2　1・2　1。2　1。2

2・21q　牽　 牽　　・

1。2　1・2192 1・2 1騨2

十　　→一　　牽　　や　　十

＋　＋　＋　＋・2　＋

牽．2　1●2　＋●2　2・2　1輪2

＋・2　牽　＋　牽　＋

1。2　＋　牽　＋　＋

十・2十・2擁一・2十・21・2

十・2　十　十。2　十　十・2

→一●2楼一●2＋92÷。2＋，2

十　　十　　十　　牽　　十

十　　÷　　率　　十　　十

＋。2　÷　＋　＋　＋

十　　十　　牽　　十　　準

準　　十　　十　　・　　→一

堂蓋数次 1　2　3　4　5
　　　　Gアカネ　　　K

　　　　HエゾノギシギシK

　　　　Hキンミズヒキ　K

　　　　N　ヒョウタンボクK

　　　　Hミズタマソウ　K

　　　　鷺ススキ　　　K

　　　　Mダンコウバイ　K

　　　　HオオヤマフスマK

　　　　Gクモキリソウ　K

　　　　Thヤブジラミ　　K

　　　　MMウワミズザクラ壬（

　　　　MアプラチャンS

　　　　Nミ鰐ダイスK

　　　　継Mクサ　　　S・K

　　　　HヤマカモジグサK

　　　　Gヤブニンジン　K

　　　　MミツバアケビK

　　　　Hミヤマハコベ　K

　　　　HアキノキリンソウK

　　　　Gヤマガシュウ　K

　　　　Thヤブマメ　　　Ki
　　　　　　　　　　　　…
　　　　Thツサフネソウ　王くi
　　　　　　　　　　　　…
　　　　Gトコロ　　　Ki
　　　　　　　　　　　　…
　　　　Chカタバミ　Ki

　　　　…ルバス・・Ki

　　　　MツルウメモドキKi

　　　　H・・ナ，Ki

　　　　NナワシロイチゴKi
　　　　　　　　　　　　…
　　　　Rノガリヤス　Ki

　　　　Nヘクソカズラ　Ki
　　　　　　　　　　　　…
　　　　Hユウガギク　　Ki
　　　　　　　　　　　　…
　　　　MMサワラ　　Ki
　　　　　　　　　　　　l
　　　　Nスイカズラ　　K】

　　　　Thアシボソ　　K

　　　　Gシオデ　　　K

　　　　HアカツメクサK

　　　　NアオツヅラフジKi
　　　　　　　　　　　　　…
　　　　Mヤマウルシ　　Ki

　　　　HウマノアシガタKi

　　　　Hエゾタンエ鐸ポ　 K

　　　　Thミドljハコベ　K

　　　　Thノミノフスマ　K
　　　　　　　　　　　　　…
　　　　NイヌザンショウKi
　　　　　　　　　　　　　i
　　　　舅ウシハコベ　　K

　　　　Rアオイスミレ　K

　　　　慧ヘビイチゴ　　K

　　　　Hセンボンヤサ K

　　　　Thハナタデ　　　K

　　　　Nクマヤナギ　K

－19一

÷。2　。　＋

1・2　＋　＋

十　　十　　●

十　　十　　・

1．2　＋92　1。2

÷。2÷・2　・

÷・2

十

　●

　o

　・

＋・2

＋・2

＋・2

　撃

　0

9

◎

●

●

◎

o

●

顧

●

o

o

．

o

　　　　　十　　牽

　　　　　・　　牽

　　　　　十　　 ・

　　　　　牽　　十

　　　　　。　1・2

　　　　＋・2＋。2

　。　　÷　　邊一　　。

　・　1弓1。11・1

1・ユ　・　1・1　・

一←●2　＋●2　1。1　尋一。2

十

十

十

十

十

●

o

十

十

十

÷

十

÷

→一

舶

脅

○

十

十

十

十

÷

÷

十

●

り

．

・

，

の

◎

り

o

o

十

り

十

十

●

o

・

o

の

P

÷

十

十

●

＋・2

÷

十

1・1

→一

十

十

→一

1・1

十

キ

十

十

　●

　o

　●

　o

　O

o

十

●

十

÷

●

o

十

十

●

惨

●

り

÷

●

，

十

い

鱒

●

o



謁奮数次
　餐コバノガマズミK

　瓶アカソ　　　K

　層ノイバラ　　K

　HタチツボスミレK

Hヤマキツ影．K

MMカスミザクラ　K

　Thツユクサ　　 K

　HタンナサワフタギK

　Hネズミガヤ　K

Thシロツメクサ　K

　Nサルトリイバラ．K

　Nズミ　　　　K

　舞ヤマウコギ　 K

Thコウゾリナ　　1く

　鷺ヒメシダ　　K

　Mタラノキ　　K

　鷺コメガヤ　　K

猛。ChオランダイチゴK

　殖オトギリソウ　王く

NモミジイチゴKI

1　2　3　4　5　6
。　　十　　・

9　　　　　　，　　　　　　●

9　　　　　　・　　　　　　卿

●　　　　　　　の　　　　　　　■

●　　　　　　　●　　　　　　　●

o　　　　　　・　　　　　　■

●　　　　　　●　　　　　　●

D　　　　　　　　D　　　　　　　　O

●　　　　　　　o　　　　　　　，

9　　　　　　　，　　　　　　　●

・　　　　　　　　　o　　　　　　　　　・

●　　　　　　　・　　　　　　　●

■　　　　　　●　　　　　　司●

，　　　　　　　○　　　　　　　○

■　　　　　　　・　　　　　　　o

●　　　　　　　甲　　　　　　　・

骨　　　　　　　　●　　　　　　　　o

■　　　　　　　顧　　　　　　　，

り　　　　　　　，　　　　　　　・

●　　　　　　　　曹　　　　　　　　■

。　　や　　一

十　　 尋　　F

十　　十　　一

牽　　十　　一

→一　　・　　幽

÷　　十　　一

→一　　・　　魑

十　　・　　一

→一　　・　　辱

十　　 ・　　富

十　　 ・　　一

十　　 ●　　一

十　　十　　一

十　　・　　一

・　　十　　一

・　　十　　一

・　　ナ　　一

。　　一←　　一

・　　濠一　　一

。　　や　　一
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表総．永久方形壌（PQ－16）の種総成表

調査数次
　1　　2　　3　　4．一一．・「．．一」．P，““・一一・幽幽．P」一幽． 5 6　．

一一一．r闇一馳一一一■．■一r「ヤ炉炉P，P，

調査年還日 マ8　　　78　　　79　　　79 80 鎗

5／2210／23　5／23　10／5　5／24　10／一

調査藤積 ＠x麗） 10ズア1G＞σ10）ぐ10＞ぐ710×7

方　　　位 L　　L　　L　　し L 米

側　　　戯 の 講

標　　　高 ｛切 874　874　874　874 874 嶽

高木第一層目高さ㈱ 10　　10　　10　　1G 10

高木第一麟樵被率囎 8G　　　70　　　80　　　80 85

低木顧の蕩さ 伽｝ 15　　　L5　　1．5　　圭．5 1．5

低本閣口囲率 囎 1G　　　20　　　10　　　20 10

　　　　耐r穿．一趨ﾘ麟の繭さ 〔瑚 0．5　　0．5　　05　　　0．5 0．5

草本綴櫃被率 鰯 80　　　10　　　70　　　70 70

出　現　穂　数 34　　　45　　　29　　　48 50

MMカラマツ B三 5。透　5・4　5。4　5邑4 5．4 一

Mヤマグワ S 1，2　　2・2　　1●2　　2●2 2・2 一

Gアカネ K 1。2　→帰2　牽．2　＋曹2 十 一

NカラコギカエデS →一　　率　　　幸　　　や 十 齢

酬オユグルミ S 十　　　一←　　や　　　一← 十 一

Hダイコンソウ K 3●3　3。3　3嚇3　3．3 3・3 一

Gフキ K 2。3　2。2　2・3　3●3 3．3 m

G　サラシナショウマK 2●2　2夢2　292　2孕2 2・2 一

G．スギナ K 1・2　＋　　牽　　＋ 十 F

Mアケビ S →一92　＋　　＋　　＋ 十 弾

K 1Q2　　2。2　　2の2　　2の2 2・3

T熱ヒメジョオン K 2。2　＋・2　　1，2　　1●2 1・2 酬

H　トボシガラ K 2●3　　2●3　2・3　　2●3 2・3 一

Chヤマイヌワラビ王く 幸傅2　＋●2　　　＋　　　　→『 辛 榊

Chヘビノネゴザ K ＋。2　一｝一92　＋。2　＋。2 季・2 鼎

鷺エゾノギシギシK 幸。2　一ト　　一←　　→一 十 一

門ツボスミレ K 騰一。2　＋●2　＋。2　＋巳2 十 騨

Gノダケ K →一　　一ト　1・1　王・1 ナ 一

戸スイバ K ＋・2　一ト　＋　　一← 十 謄

9　タニセリモダキK 1ゆ2　　　牽　　　1●1　　1◎2 1・2 一

崩MウワミズザクラK ÷　　　→一　　→一　　牽 十 牌

醤スイカズラ K ＋・2　一←　　＋　　一ト 十 一

H　ゲンノショウコK 十　　　・　　　率　　　牽 牽 肝

泌ノブドウ B圭・S ・　　噺　　’　　士 ＋・2 鼎

…

K 十　　　骨一　　’　　牽 十

Hミズタマソウ K ÷　　　＋の2　　　●　　　＋。2 十 F

丁紅ツリフネソウ K 十　　　率　　　’　　十 →一
一

MMコナラ K →一　　牽　　　’　　十 十 一

講査数次

GナツノハナワラビK

GムラサキケマンK

HHセリ　　　　K

HオオヤマハコベK

Hタユギキョウ　K

MMミズキ　　　K

Hタカトウダイ　王く

Gトコロ　　　Bl

　　　　　　　S

　　　　　　　K

MツルウメモドキS

Hナンテンハギ　K

Hネズミガヤ　K

Thヤブマメ　　　K

NナワシロイチゴK

Mツタウルシ　　K

KナンバンハコベK

GヤマガシュウK

H　トラノオシダ　K

T熱アシボソ　　　K

Chカタバミ　　　K

頁オトギ婆ソウ　K

Gアマドコロ　　K

Thミソψ、ノノぐ　　　 K

G　タチシオデ　　　K

Thコウゾリナ　　K

H　ヒヨドリバナ　K

H　ウシハコベ　　　K

鶯アカツメクサ　K

Nミヤマウ�堰E

丁熱アレチマツヨイK

謝クリ　　　　K

C捻チヂミザサ　　K

Gイヌゴマ　　K
諏　ミミナグサ　　K

G壬iクモキリソウ　 K

撫ゾタチ饗。K

Gチゴユリ　　K

M　ミツバアケビ　K

Nク轟ヤナギ　 K

懸ボタンヅル　　K

1　2　3　4　5　6
÷　　・　　十　　や　　や

や・2　・　＋　・　＋

十　　・　　。　　十　　キ

2・2　　曜　2●2　　●　　1●2

準噂2　　り　一←82　　．　÷●2

十　　十　　・　　÷　　牽

牽　　率　　。　　9　　・

　。　　三層2　　．　＋92　　，

　…　　　　　レ2　・

　…　　　　　＋・2　。

　・　　十　　。　　÷　　十

　魯　　十　　畳　　帰一　　。

　●　　幸　　1脅2　　6　　1聾2

　．　→一●2　　。　　＋騨2　 ＋

　・　　十　　 ・　　十　　 ・

　・　　率　　・　　率　　→一

　。　　牽　　・　　十　　牽

　・　　や　　●　　牽　　牽

　・　　十　　・　　十　　十

　・　　十　　 ●　　幸　　 ・

　・　　十　　9　　小　　・

　・　　十　　・　　一ト　　。

→一　　・　　●　　・　　一ト

　・　　や　　 ●　　。　　。

　。　　牽　　曾　　。　　’

　・　　十　　・　　・　　十

　・　　牽　　・　　・　　。

　・　　幸　　・　　・　　ひ

　・　・　や・2　・　牽

　・　　・　　→一　　・　　・

　・　　。　　・　　一ト　　十

　…　　　　　　　　一軒　　・

　…　　　　　牽・2　＋

　・　　・　　畢　　→一　　・

　●　　・　　’　　幸　　 ・

　。　　・　　。　　十　　・

　●　　嘩　　9　　→一　　十

　。　　●　　●　　。　　十

　・　　・　　’　　。　　牽

　●　　ロ　　。　　●　　幸

　。　　’　　⇔　　●　　十

一2／一



袈17．永久方形匿（PQ－18）の種絹成衷

山辺数次 1 2 3　　4　　5　　77一，7甲■櫓畠噛■■髄「「．．．．，，駒，6

r，，「一冒昌
調甕年月日 78 78 79　79　80 80

5／2 10／2　5／24　10／5　5／21　10／一

調査面穣

禔@　　位

（融×ηz） 未調 呂調

5x40駆40

k　　L

未占

拠　　　斜

氏@　　高

｛。｝ 査 査

10051005

査

高木第一瀬の高さ圃 12　12　12

高本第一畷植被率幽 85　85　85

低木籔の高さ ｛磁）

15　15　15

低木濤嫡被率 幽 30　40　20．

草木腰の高さ 〔醒｝ 0．5　0．5　0．5

草木層植被率 幽 70　70　75
：］ケ顧の樒被率 幽 15　15　10

出　現　種　数 41　63　5ユ

MMカラマツ B1 一 齢 5・45・45・4 一

Nニガイチゴ S r 曽 2・23・32・2 富

K 1・21。21・2

Nヒョウタンボク S ’ 一 1・2レ21・2 曹

K ＋・2　・　幸・2

Nメギ

lMエゴノキ

SKS
碑’ F榊 幸　　　・　　　十

P・2　一卦　1・2

撃Pレ1レ1

開曽

Mアケビ S r 一 率・2牽・2＋・2 脚

K 2・32・32・3

Nサワフタギ S 伊 一 1・11・11・1 ㎜

K ＋・2＋・2＋・2

Nミヤマウ�奄 r 一 1・11・1　1・ユ 憎

三【タチツボスミレK 瞠 燗 1・2＋・2　＋ 旛

Hヨモギ K ’ 曹 1・2i・22・2 一

Gカラハナソウ K 祠 P ｝・2　＋　　や 齢

Mダンコウバイ K 一 幣 十　　　牽　　　。 曽

狂キクムグラ K 一 榊 ＋・2＋・2→一・2 一

Hススキ K 嗣 一 1・22。2　1・2 薗

鷺ノハラアザミ K 一 帰 2・2幸。2　＋ 一

Chオシダ K 祠 薗 十　　　十　　　十 齢

Gアカネ K 一 鮒 十　　　十　　　十 一

Gワラビ K 一 一 牽　　　÷　　　・ 一

Hサワギク K “ 柵 十　　　牽　　　十 鼎

Mミツバアケビ K 一 一 十　　　十　　　÷ ㎜

H　トボシガラ K “ “ ＋・2　＋　2・2 一

Mヤマウルシ｝d K 一 一 ÷　　　十　　　十 帰

Mアプラチャン｝d K 一 薗 十　　　十　　　十 騨

Hタカトウダイ K 一 弾 十　　　李　　　十 曽

Nレンゲツツジ K 一 僧 十　　　十　　　や 鼎

H’ヒヨドリバナ K “ 騨 牽　＋。2　・ 榊

τhアレチマツヨイK ’ 憎 十　　　申　　　・ 曽

Nスイカズラ K “ 一 ＋　＋・2ユ・2 一

H　アキノキ夢ンソウK 甲 騰 十　　　→一　　十 一

調一閲燃

Thヒメジョオン　K

Nサルマメ　　K

NミヤマイポタS

MツルウメモドキS

Nモミジイチゴ　S

Hツボスミレ　　K

HカワラナデシコK

HホソバヒカゲスゲK

厳ノコンギク　　K

Chウツボグサ　　K

Nノリウツギ　　K

擁センボンヤリ　K

嫁ヌスビトハギ　K

HミツバツチグリK

MMミズキ　　　S

Hオトコエシ　　K

Hネズミガヤ　　K

酔魁グラK
Hチダケサシ　　K

Nハナイカダ　　K

Mノブドウ　　K

Gキンラン　　K

Hイタダリ　　K

班ニガナ　　　K

GオオカモメズルK

NコバノガマズミK

N　ツノハシバミ　K

H　　ヒゴグサ　　　　　K

温タユダデ　　　K

Hヒメシダ　　K

Chイヌガンソク　K

Gトコロ　　　K

・HヤマカモジグサK

H澱ナスビ　　K

Gノダケ　　　K

Nカンボク　　K

Nヤマウコギ　　K

Hミミナグサ　　K

Nクマヤナギ　　K

HババヤマボクチK

Mボタンヅル　　　K

Nノイバラ　　K

HタニセリモドキK

HヒメノガリヤスK

1 3　4　5　6
÷　　辛　　十

牽　　十　　十

十　　十　　十

十　　牽　　　・

1●2　1。2　1．2

1。2　1．2　2陰2

1。2率・2　”←。2

1。21・2　・

率　　→一　　・

牽　牽・2＋・2

十

｛＋）

●

◎

φ

o

・

．

o

●

・

●

●

o

＋　牽・2

の　　　　　　　　．

牽　　　・

！・2÷・2

＋　1・1

十　　　・

＋・2弓一・2

十　　一ト

牽　レ2

や・2＋・2

＋・2

十

十

十

十

十

幸・2

＋・2

十

　嘩

　0

　9

〇

十

一ト

十

1・2

十

5：周鱒の林は技控ちがおこなわれ，下草が刈られてい

　　る。

　下には駐車場ができた。

一22一



表18，永久方形区（PQ一19）の種観成衷

調査数次

調歪年月欝

舗査蔭積　＠×の

方　　｛立

績　　斜　　〔。｝

檬　　高　　圃

草木顧の轟さ伽）

草木麟五重率翼

翼　現種数
鷲シロツメクサ　 K

8慧ゼタ　　　　K

窪溜イ　　　　　K

登ヤマノコギサソウK

Gスギナ　　　K

頁箆アプラガヤ　　K

Hヨモギ　　　K
Tぬウナギツカミ　　K

鷺ツボスミレ　　K

T雛ミソ♂ソノマ　　　 K

Kマツバスゲ　　鼠

｝1ヨシ　　　　K：

Hチダケサシ　　K

MMフジ　　　　K

Gイヌゴマ　　　K

狂ユウガギク　　K

Gゴマナ　　　K

Rススキ　　　K
1張翼コマツカサススキK

翌ゲンノショウコK

薮態以ムグラ夏く

｝昼王アゼスゲ　　　K

鷺キツネノボタンK

引鉄コブナグサ　　K

狂蕪サワオグルマ　K

鷺ヤマアワ　　K

照ヒロバﾑ翼K
Thア纒^グサK
丁難ヤヅマメ

Rコシロネ

丁氣ヤハズソウ

H欝アカバナ

Hスイカズラ

賑クサイ

Rカモガヤ

Gチガヤ

鷺ヒメクグ

猛Hチゴザサ

Thイヌタデ

K

K

K

K

1234δ67878　　　78　　　79　　　79　　　　　　　80　　　8玉　　　81

5／20　ユ0／2　5／24　10／55／22　10／35／21　9／28

5x5　5×5　5×5　5x5　5×5　5×5　5×5　δx5

922　922　922　922　922　922　9露2　922

0．3　　L5　　⑪．3　　L8　　0．4　　1．8　　0．4　　2つ

尋0　　100　40　　9G　　40　　100　畦0　　10G

21　　34　　23　　33　　26　　35　　29　　38

Ki

K

K
K

K

K

調甕数次

Thツユクサ　　　　K

HHカワラスゲ　　　K

Hモエギスゲ　　K

Thアシボソ　　K

N　カラコギカエデK

Hコヌカグサ？　K

Hオオバノ�奄j

2勢2　2●2　＋曹2　＋◎2　牽．2　　。　＋．2　　●

102　三●2　圭。2　→一●2　三曹2　1曹2　　一ト　　 一←

2。2　2・2　2顧2．唖一・2　2。2　2ゆ2　1サ2　2劉2

十　　一←　　十　　十　　→一　　鱒　　十　　 。

1●2　三傷2　1噸2　圭。2　 壷　　ま●2　1。2　2。2

292　2●2　2。2　2。2　2。2　2。2　2“2　3曹3

i。2　3。3　2顧2　3。3　2。2　2●3　2畠3　2ロ3

→『　　一｝一　　＋　　牽　　率　 三・2　→一義2　2‘3

→一◎2　→一・2　一←72　→一〇2　1の2　牽92　　→一　　争

率　　　十　　 →一　　十　　　率　　 ・ト　　r｝．　　。

！響2　1・2　2曾2　　。　　2簿2　一ト・2　2。2　 ＋

一ト

十

→・

　十

　飛一

＋・2

　印

　吻

　，

1脅2　　●　　1。2　1●1　三播2　 ＋　 1畳2

牽　　 鼻　　192　　。　　1曹2　 ＋　 1，2

→一　　じ　　＋脚2　　・　　＋騨2　　一｝一　→心2

1の1　　．　 2。2一ト・！　2柳2　ま御2　2●2

＋　　・　牽・2牽。2　・　　や　　・

　9　　一ト¢2　一ト。2　　・　　　。　　　◎　　　骨一

季。2　 。　一ト。2一｝一”2　ま尋2＋・2　1●2

2ゆ2　2●2　3。3　2。2　3奪2　2の2　3電3

＋62　＋・2　＋脅2　一←・2→・・2　牽，2　一←。2

三92　三●2　1雪2　 率　　 一編一　　一←　　一｝一

1騨2　＋¢2　102　＋。・2　圭診2　一トφ2　．圭騨2

4・4

　の

＋・2

一｝一

牽

3・3

2・2

乎

＋・2

＋・2

十

レ2

　0

十　　 ・　　一ト　　・

3臓3　 ＋　 2鱒2　　肺

・　 2舶2　 P　2・2

麦。2　1隣2　1顧2　一←92

＋・2　・

十　　　・

牽　　　・

2・2　・

争・2　・

縫・「　　伽

率　　率

→一　　。

　・　＋・2

　，　　　　　　　　●

　．　　　　　　　　■

牽・2

レ2

亭

＋・2

ユ・2

十

牽。2

　鴨

尋一

÷

・

P9

2・2

1。2

→一・2

十

十

一←

玉・2

＋・2

一23一

Thツ琴フネソウ　K

Ti｝ヤノネグサ　　K

竃憶ヒメジョオン　藍

置Ca肥x．sp　　K

Tセアキノノグシ　K

狂アゼガヤツリ？K

薮ヨメナ　　　K

1　2　3　4　5
・　　÷　　 ・　　　　　。

。　　9　　十　　 ・

，　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　，

・　　　　　1・2　・

●　　　　　　O　　Q　　十

…　　　　　　　1・2

0　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　專

噂　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　ゆ

●　　　　　　　，

●　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り

。　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　◎

　　o　　　　　　　　，

◎

調査数汐く8：最大草丈2．3聡（ヨシ〉

　7　8

　　　十

　　　の

　●

十

＋・2

率r2　率

　　三・1

牽

十

　　　十

　　　十



衰！9．永久方形区（PQ－2G）の種鰻成蓑

　謁甕数次

　講査年月日

　調査藤穣　く暇鵤）

　方　　位
　傾　　斜　　｛。｝

，檬　　 高　　 圃

　草本層の蕎さ〔（凋

　草木層穂被率幽

　出　環種　数

｝狙ヤマアゼスゲ　K

（3スギナ　　　K

貧ツボスミレ　　K

鷺Kセサ　　　　K

Gフキ　　　　・K

狂狂【サワオクうレマ　K

Thヒメジョオン　K

頁チダケサシ　　K

壬｛ミツバツチグリK

MMフジ　　　　K
鷺ホソバノ l拶K
H貰アヅラガヤ　　　K

Nイヌ；3リヤナギ壬（

Rアヤメ　　　K

Gゴマナ　　　K：

盆頚ヒメシ標ネ　　K

Thツリフネソウ　K

T熱ミゾソバ　　　K

猛ハンゴンソウ　　K

RRイ　　　　　K

】ヨ【Hサワヒヨドリ　K

温ヨモギ　　　K

Thコウゾリナ　　K

Thタネツケバナ　K

パキノウ疹劣，K

H耳チニゴザサ　　　K

HHアゼスゲ　　K

Thヤブマメ　　　K

8キンミズヒキ　K

鷺メドハギ　　K

Hヤチアザミ　　K

Hヒメシダ　　K

Gイヌゴマ　　K

R廻ドクゼリ　　　K

Hナツトウダイ　K

Hオトコエシ　　K

HHコマツカサススキK

Hノガリヤス　　K

Thアﾑ協グサK

1234567878　　　78　　　79　　　79　　　80　　　80　　　81　　8三

5／22　10／2　5／24　10／5　5／22　10／3　5／21　9／28

1｛｝×210×21G×21G×21G＞⑫1｛》く21（岡玉（レ¢

935　935　935　935　935　935　935　935

40　　80　　40　　70　　40　　60　　40　　80

60　　90　　60　　80　　60　　90　　60　　70

ユ8　　38　　30　　33　　3？　　39　　43　　39

3●2　4。4　3●2　弓●壕　3「2　4葡4　3。2　4・3

3・31嬢23・32・32931。23・31，2

2。3　2鱒32●32，32．2　2り2　2●2　2●3

2・3＋顧22。31●22。31顧2　3ゆ3　1，2

＋●2　一←静2　＋●2　 ＋　 幸●2　＋92　2，÷＋。2

1．2牽．2　1。2　 ＋　 1。2　 ＋　 1◎2　 。

幸　　 牽　　 十　　 一i’　　一←　　十　　 季　　 十

一ト　　＋　　 ＋　　 一垂一　→一曾2　 ÷　 一ト●2　　＋

十　　　十　　　→一　　十　　　十　　　噛　　　十　　　幸

十　　　十　　　F←　　　十　　　十　　　十　　　→一　　十

牽　　 十　　 →一　　十　　 睦一　　膚r　　十　　 李

王顧2　2●3　重の2　1．2　1論2　三夢2　一卜脅2　1●2

→一　　弓一　　率　　一｝・　　一←　　率　　｛十｝　　・

＋騨2一｝一2＋の2一←●2＋●2　　●　　率　　 ・

・｝一

◎

・

●

十

〇

●

＋　　一←　1。1　＋　　牽　牽・2レ1

峠一　　十　　　寧　　　十　　　脅　　　十　　　十

192　壷92　1．2　　●　　1書2　 ＋　 1．2

＋　　 一ト　＋。2　 や　 母一薗2　 →一　1●ユ

＋　　一｝一　牽　　十　1・三　十　ユ・i

＋曹2　＋鱒2　一←●2　＋●2　→一B2　→碑2　＋魯2

．調嶽数次

Hオト・ギリソウ　K

鶏ヌカボシソウ　K

鼓ズミ　　　　K

Gクモキ琴ソウ　K

賛　ミツバウツギ　　K

Thアシぶソ　　K

NカラコギカエデK

聾ク’マヤナギ“　　王く

踊MウワミズザクラK

H　ミ　ミナグサ　　　K

Bシロツメクサ　K

鷺鷲アカバナ　　　　K

HヤマスズメノヒエK

簸カモガヤ　　K

員ススキ　　　K：

Mアケビ　　　K

翼クロウメモドキK

HエゾノギシギシK

Thノミノフスマ　K

Nク環ツノマラ　　K

Nヤマガシ晶ウ　K

Gノブキ　　　K

掃HミヤマシラスゲK

Mネズミガヤ　K

1・1　1・2　2陰2　　。　　1・2　2，2　1．1

尋一　一ト・　や　＋・2　一レ　牽・2　＋

十　　十

．十　　　→一　　十　　　→一　　一ト　　　十　　　一｝・

牽　　 ・　　　　　・　　十　　十　　率

2，2　 ●　 1D2　 ●　　一←　　，　　→一

2ρ3　三曽2　　　　2噸2　 唖　　三。2　 ＋

　　　　　尋・　　　の　　1●2　　・　’．1踏2

十　　　　　　　　　・1一　　十　　や　　十

十　　　　　十　　　・　　十　　 ・　　や

1一日　 ｛【婦　　一｝・　　1，1　1鈴2　三馴2　1●2

→一　　　　　十　　十　　十　　十　　幸

　　　　　三騨2　1脅1　 攣・　1・1　1・i

十　　　　　　　　　・　　…

1・2　　　　　・　…

　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　，

十　　　　　　　　　。　　…

　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　伽　　　　　　　　o　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　－24一

1　2　3　4
・　　　　　÷

　　　　÷　　　●

　　　　一ト

●

　　o　　　　　　　　，

　　　　　・　牽。2

0　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　嘲●　　　　　　　　o

の　　　　　　　　o　　　　　　　　O　　　　　　　　●

9

　　　　　■　　　　　　　鼻

．　　　　　　　　9　　　　　　　　夢

吟

　　．

　　　　　費

　　　　　　　O

　　　　　　　o
g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　．

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽

．　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　り

　　　　　　　●

6

→一

●

◆

o

十

〇

●

隼

●

8

．

●

十

●

牽・2

　0

　り

十

を・2

十



蓑20．永久方形区（醗Q－21）の種誕了承

講蒼数次

調査年月ヨ

鍋竃醐積

方　　飼

猫　　譲

標　　高

（磯く磁）

｛。｝

圃

低本騒の高さ1見

手木籐類被率躍

草煽の離圃io5
草木腰樵被率幽

　三　2　3　4　5　6
78　　　78　　　79　　　79　　　80　　　80

5／22　10／3　5／24　10／5　5／22　10／3

2×弓　2x4　2×ξ　2x4　2x4　2x弓

N　興　N　N　N　N
3　3　3　3　3　3
970　970　970　97G　970　970

　　　　1．3　　18　　　1．8　　LO

　　　　75　　8G　　75　　60

　　三B　　　O，6　　0．7　　0．6　　07

8G　　IGO　6◎　　80　　50　　75

　　　　　　　　i
～琵　　現　　嚢嚢　　数　　　　 1　33　　　42　　　39　　　38　　　37　　　43

N　ヒョウ：タンボクS

Nミヤマイボタ　S

Nズミ　　　　S

　　　　　　　K

醤ノイバラ　　S

Nキツネヤナギ　S　i＋。2

MMフジ

溝メギ

Gゴマナ

Rワレモコウ

登琵ヒメシ爆ネ

Gスギナ
R　ツ建ミスミ　レ〆

K田モギ

Gカラハナソウ

Hヨシ

頚マツバスゲ

Thツ弓フネソウ

鴛チダケサシ

Mアケビ

Hトボシガラ

Rヒメシダ

S

K

S

K

K

2・2　2。2　2・2　2・2　202　2・2

3，3　3章3　202　2”2　2●2　2鞭2

262　202　2●2　2・2　3．2　2，2

　●　　　9　　1。¢　　の　　圭，2　ユ，2

三。2　2。3　圭。2　1。2　1。2　i●2

　　　＋　＋・2　＋　　・　・

擁一・2＋・2　・　　＋　　牽　　一薪

　●　　　り　　→一　1鳴2　　＋　　 牽

三91　2費2　1，2　1サ1　1・2　1骨1

1，2　2，2　1●2　1事2　1●2　1●2

＋・2　　＋　 壕一の2　1・2　1吟2　 ＋

K　i2帰2　4曹4　2。2　2●2　1●2　2欝2

　i
K　i1の2　縛一●2　　尋油　　率　　 ＋　　 ．

王く　　1喩2　1・2　＋。2　　＋　 ＋，2　　峠一

K　　 ＋　 ！専2　i。2　　牽　 1．2　　＋

K　 三。2　ユ静2　1●2　ユ御2　　一｝一　ま・2

　】
K】1’12’31●1圭●ユ＋2’2
　ミK　i三。2　2。2　1。2　→魂2　！●2　→一，2

Ki1・22・2王・2・・2一・2

・i．・2・・謝’22．2・’2

Ki＋曹2三砂2＋’2＋1膠2＋
　ミK　】ユ●2　1，2　＋。2　 →一　＋。2　 ＋

　i
K　l1。2　2り3　1．2　『｝”●2　1●2　2”2

　ヨ
GツルフジバカマK　l一←・2　1・2＋・2　2。2畢・22・2

醤コマユミ　　K

Nクロツバラ　S

HミツバツチグリK

GアォマムシグサK

Gヒルが倉

獄Hサワヒヨト〒琴

Nクマヤナギ

Hスイカズラ

Hタカトウダイ

Rヤマノコギリ

Gコゥヤワラビ

炉ヌ尋ギs・K

K

K

S

K

K

K

K

K

1綾－

　　率　　士

十　　・　　十

王，2　1顧2　→一覧2

ま・三　・　一｝一

ユ・21・2　・

一ト

．

o

ゆ

●

十

2・2　・

ユ・2　・

・　＋・2

十　　・

十　　十

1弓　・

1．2　192　1，2

1・2

十

尋一

→一・2＋・2

十　　→一

1。2　1・2　1．2　1●2　ユ。2

牽　　十　　十　　・　　十

÷　　十　　→一　　十　　ナ

1●2　1。2　1。2　1●2　 ÷

’　雲　　●　士　 準

濁査数次

Gサクラソウ　　K

醤ナワシロイチゴK

Nヤマウコギ　 K

Bユウガギク　　K

Kサワギク　　K

Chヘビノネゴザ　K

Mノブドウ　　K

賛アキカラマツ　K

Nガマズミ　　S
Rクノレマ’寸ソウ　 K
T圭｝ミソヂソノぐ　　　 K

鷺オトギリソウ　王く

聾ノハラアザミ　K

鷺コシロネ　　K

T｝｝ウナギツカミ　｝く

慧ナンヅアザミ　K

RHミヤマシラスゲK

Hヌカボシソウ　K

K鱗鉱グラK
Nニンキギ　　S

Hジ且ズスゲ　　K

Hオタルスゲ　 K

封ノガリヤス　　K

廻ススキ　　　K

瞬ヘクソカズラ　K

1

　1　2
2。2　・

十　　牽

　●　　十

　・　牽・2

●　　牽

’　　十

’　　十

●　　　　　　　o

辛　　 。

イー・2　＋

。　　一卦

●　　牽

’　　十

。　　十

ψ

φ

3　鷹　5　6

一25一

2・2

●

o

の

●

亭

十

＋・2

．

o

o

　　2・2

＋・2　・

，　　　　　　　・

＋。a

　　　◆

÷　　・

十　　 。

の

．　　十

〇　　十

　　　〇

，　　　　　　　隼

事

鈴

　　　o

・　　十

　　弓一

・　嘩噌2

．　　　　　　　o

吟

十

十

●

鈴

●

●

・←・2

一ト

○

十



簑2重．永久方形屡（PQ－22）の種罎成蓑

調査数次

調甕年月臼

　調査面積

　方　　位

　傾　　斜

・標　　高

＠x雛〉

（。｝

僻｝

華木見の高さ｛凋

草本愚植被乱闘
コケ愚の植被率幽

出　現種数
Gゴマナ　　　K

H蕪アブラガヤ　　K

鷺タムラソウ　　K

Gスギナ　　　K

狂チダケサシ　　K

鷺ツボスミレ　　K

鷺マツバスゲ　　　K

Bヒメシダ　　　K

Gコゥヤワラビ　K

Nノイバラ　　　K

HHミヤマシラスゲK

鷺ゲ’ンノショウ誰K

Thツリフネソウ　夏く：

Ch　ウツボグサ　　　Kl

MMフジ　　　　K

HミツバツチグリK

Tねミゾソバ　　　K

麗スイバ　　　K

鷺　ヨツバムグラ　K

Thタネツケバナ　K

鷺KヒメシロネK
KRアカバナ　　　K

Nミヤマイボタ　　K

Gサクラソウ　　K

聴ヌカボシソウ　K

HH卜汐ゼリ　　K

Hトボシガラ　　K

Thア易多．グサK

Thコブナグサ

Thヤノネグ・サ？

HHンカクイ

Thアシボソ

Hオトギリソウ

Bノチドメ

Hツルネコノメ

Thヒメジ鶉．オン

冠ヤマハッカ

K

K

K

K

K

K

K

K

K

NナワシロイチゴK

78　　　78　　　79　　　79　　　80　　　80　　　81

5／22　10／3　5／24　10／5　5／22　10／3　5／21　9／28

2×252x252＞＜252×252＞〈≧52×252×252x25

NNNNNNN翼44444444960　960　960　960　960　960　960　960

0．35　17　　0．3　　1．0　　0．3　　L5　　0．5　　1．5

70　　100　50　　玉OG　45　　95　　弓5　　95　、

30　　　一　　　一　　20　　30　　10　　30　　10

12345678　　　　　　　　　　　　　　　　　81

29　　26　　25　　39　　3i　　41　　38　　40

2。2　3畳3202　3・32。2　3曹3　3。3　3・3

3騨3　49ξ　2．2　2。2　2。3　3P3　2・2　393

幸。2　1顧2　＋・2　1●2　　＋　　1吟2　　＋　　1。2

2．2　 →一　1。2　一←・2　2・2　＋の2　2・2　　一←

1◆2　1◎2　1。2　1●2　1●2　i◎2　1・2　192

1。2　1顧2　1卿2　亙盲2　1昏2　1●2　1。2　1D2

＋●2　2・2　i・2　1・2　1・2＋．2　172睦噂2

1・露　2・2　圭G2　2，2　季．2　1●2　2，2　2．2

三り2　1。2　1・2　1。2　1P2　1り2　1曹2　ユじ2

1．2　 ＋　　1．2　1P2　1・2　1●2　1●2　1。2

1・2　a。2　＋。2　2●2　一垂一欄2　i●2　→一2　1，2

牽　　亭　　十

→一●2　イー。2　→一●2

調査数次

十　　率　　攣　　車

→一。2　1。2　→一．2　＋。2

1。22・2＋・2十・2

＋・2＋・2

1・2　率

4・・2＋・2

十

瞳一

　幸

1・1

2・2

十

＋・2

　0

　．

　●

　●

　9

＋。2

o

．

1・2

十

の

÷

十

1・2

十

　　　　　　　　　　千　　宇

　　　　　　　　十　　 十　　　→一

。　　一ト　　　　　十　　十　　十

　　　一ト　　　　　　　　＋●2　1嚇2

十　　か　　　　　　　　十　　十

　　　十　　　　　十　　十　　十

十　　十　　　　　　　　十　　 。

　骨　　1・2　1●1　1●2　三，1　率曹2

・　1亭　　十　　一←　　牽　　幸

1・1　＋　　＋　　＋　　十　　＋

2。2　 ●　2事2　 ・　2，2　 蓼

十　　　・　　十　　　・　　◎　　。

十　　　9　　σ　　9　　億　　・

＋　　 ，　　牽・2　＋●2　幸⇔2　＋●2

・　÷。2　・　＋

・　　乎　　　　　　十

・　　十　　　・　　十　　　　　十

9　　1。2　　　　→一●2　　　　2。2

’　　→一

十　　幸　　　　　　　　　　　　・

ナ　　十　　　　　十　　　　　　・

・　　　　　　　　，

o　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　．

十　　　・　　十　　十　　　　　　・

→一

十

軒2

＋・2

一ト

十

や

Hタニギキョウ　K

Gエゾシロネ　　K

Gアカネ　　　K

Hヌスビトハギ　K

HHサワヒヨド1♪　K

Mノブドウ　　　K

Gノダケ　　　K

Thミズ　　　　K

HHヒメナミキ　　K

Thヤブマメ　　　K

Hカヤツリﾝζ1芝鑑K

Hヨモギ　　　K

Thアケボノソウ　K

MMコナラ　　　K

鷺コナスビ　　K

Hタカトウダイ　K

鶏アキカラマツ　K

RノハナショウブK

Hクサコアカソ　K

．M．Mイグサ　　　　　　K

一． Q6一

1

0

0

顧

●

●

●

◎

2　3　4　5　6　7　8
。　　一…一　　●　　　●　　　。　　幸●2　　●

●　　　。　　1●2　　の　　1●2　　。　　1●2

・　　・　　十　　　。　　・　　・　　十

・　　　◆　　や　　　・　　　。　　　・　　　・

。　　　。　2●2　　。　　1。2　一←●2　 ＋

’　　●　　十　　 ・　　や　　÷　　十

・　　・　　。　　・　　十　　÷　1・2

。　　D　　十　　　　　十　　 8　　斗・

・　　・　　＋　　　　　十　　。　1。2

・　　・　　十　　 ・　　・　　。　　÷

隼　　　・　　　・　　圭●2　1・2　1書2　　●

，　　　　　　　o　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　●

’　　　．　　　◎　　キ　　　　　　　　　・

。　　。　　・　　・　　十　　十　　　・

．　　　o　　　・　　　の　　　十　　　 〇　　　・牽

　　　　　　　　　　　　十　　十

●　　　”　　　　　　　　　 十　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　o
●　　　　　　　o　　　　　　　電　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　○

　　　　　　　・　　　　・　＋。2



蓑22．永久方形区（PQ－23）の種縄成衷

調査数次

調歪年月日

翻査面穣　伽×船）

方　　位

傾　　繕　　〔。｝

標　　高　　圃
草木魍の高さ｛〔浦

草木籔糠被率幽

出　現　種数

Hクサヨシ　　K

Gスギナ　　　K

Gアカネ　　　K

脳ヨモギ　　　K

Hクサフジ　　K

琵ツボスミレ　　K

Rキンミズヒキ　K

Gイヌゴマ　　K

鐙｛フジ　　　　K

Hチダケサン　　K

慧ユウガギク　　K

Mノブドウ　　K

Mボタンヅル　　K

Thアキノウ qミK
置スイカズラ　　K

HオオヤマハコベK

NナワシロイチゴK

Thアレチマツヨイ薮

Thヒメジョオン　K

Nクサボタン　　K

琵　キツネガヤ　　　　K

T｝1タニソノぐ　　　K

Thツユクサ　　　　K

Hフタノや、ギ　　K

N　コボタンヅル　　K

Thキツリフネ　　K

瞬モミジイチゴ　K

ThオオアレチノギクK

其タカトウダイK

三田セリ　　　　K

Hススキ　　　K
T執タチイヌノフグリK

GアマチャヅルK

HゲノノンヨウコK

Nヘクソカズラ　K

Thツリフネソウ　K

Nイタチハギ　　K

Gヒメウズ　　K

MMヒノキ（敏）　K

1234567878　　　78　　　79　　　79　　　8G　　　80　　　81　　　81

5／22　10／4　5／24　10／6　5／23　10／4　5／23　9／27

2x2　2×2　2×2　2×2　2×2　2×2　2x2　　調

LLLLLL・桑　　　　　　　　　　　　　　　　能

935　935　935　935　935　935　935

60　80　10010010080　80
85　　9G　　三〇〇　100　100　100　95

調査数次
MツルウメモドキK

Gフキ

12345678

22　　24　　22　　25　　20　　17　　20

。　　　．　　　●　　　伽　　　。　　十　　 十　　　一

●　　　●　　　。　　　．　　　・　　　●　　十　　　一

謝歪数次6：ヒノキの若木が櫨林され燧辺を含めかく乱の跡あり

調査数次8：調査区の全域が鶏り取られ講査不能

4。4　4・4　5・4　5顧4　5。4　δ◎4　5・4

1◎1　＋。2　1・ユ　＋．2　1。1　　＋　 ユ。1

1骨2　1・2　1噂2　1●2　1・2　1●2　1，2

2・2．2．3　3の3　2●2　1。2　1●2　三●2

1。2　一←噂2　1御2　1。2　2・2　1。2　2。3

＋．2　　一←　 ＋e2　＋，2　→一●2　　●　　　9

十　　＋　　十　1・1　牽　　・　　・

→一　＋　　浄　1・1　十　　。　　十

2齢2　2。3　2・2　2。2　2。2　ユ着2　2凄2．

手　幸・21。21・2十・2

→一　2P2　＋・2　＋●2　　●

＋。2　2，2　季吻2　一←。2　　●

1・2　準

1・2　・

＋・2　・

1・1　＋　ユ・1　・

　，　　4一・2　＋●2　＋62

　　　　　十

・　＋　困

　　　　　　　十

一←　　÷

・　　　　。　〔＋｝

　　　＋　　　　｛→一｝

ユ・1　　　・

十

÷

　　　，

　　　十　　　　　　・

　　　・

o

　　　o　　　　　　　　O

◎

o　　　　　　　　　　　　　　　　　り

・　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　　　●

ユ・2＋・2　・

ユ・21。2　牽

＋．2　＋●2　＋，2

十

⇔

幸

○

　・　＋・2

　0　　　　　　　9

1・2　牽

　●　　　　　　　　●

÷・2＋。2

◎

十

●

，

1・2＋。2

●　　　　　　　　願

。　　　　　　　　，

●　　　　　　　　・

・　　十

．　　　　　　　　o

○

の

．

．

●

●

1．2　÷●2　＋●2　→一●2

十　　十

→一　　牽

1・1玉・2

●　　　　　　　o

＋　（穂）

一27一



裏23．永久方形匿（PQ－25）の種成裏

調査数次 1 2 3 4 5 6 7 8
・・P・．一幽．」．」．「・i，，雫，ρ“一一甲甲「凹7－F幽一幽幽幽幽．・一一．「「「馳「馳幽幽「 Lh・・一．．一」．L・・・・…幽「幽，ヤ，，“【【7

調査年月ヨ 78 78 79 79 80 8G 8！ 81

5／22　10〆4　5／24　10／3　5／23　10／一　5／23

調査面積 ＠×肌） 4×7 4X？ 4×7 4x7 4×7 4x7 4×7

方　　　位 L L L L 噛し
未 L 未

傾　　　余斗 ｛。｝

一 慌 齢 一
講

一
出

様　　　高 ㈱ 913 913 913 913 913
査 913 査

高本第～層の属さ｛凋 23 23 23 23 23 23

高本第一藺緻被率協1 70 85 70 70 80 80

低木麟の高さ 伽｝ 1．δ 1．5 1．5 L5 1．5 L5

低木顯植被率 鰯 10 20 10 10 10 ユ0

草本鱒の講さ 岡 0諺 07 0．4 0．4 0．4 0．4

草本籔楠鞍率 ｛鱈 30 45 塩0 40 4G ξo

コケ漏の緻被瀟 〔癩 10 描
5

　
5 5

趨　現　種　数 40 50 45 50 44 61

MMコブシ 81 2・ユ 3・3 2・ユ 3・1 3・1 一 3・1 鴨

M　アプラチャン S レ2 2・2 ユ・2 レ2 王・2 ” 1・2 鼎

M泌フジ S ＋・2 1・2 ＋・2 圭・2 ＋・2 皿
＋・2 一

撒卯診ラ s・璽 士 士 廊 十 壷 F ÷ 　

短瀕ミズヰ B 2・1 毒・3 毒・玉 44 4・1 一
鷹・ユ

一

S 十 十 十 一ト 十 十

K ・身一

十 垂 牽 ・十 十

Nミヤマ¥拷s 十 十 や 十 十 寵 十 幣

Chチヂミザサ K ＋・2 1・2 ＋・2 2・2 牽・2 F 唾・・2
　

鷺　カノヅメソウ K 2・2 2・2 2・2 2・2 2・2 一
幸。2 轡

鷺　カキドオシ K 2・2 2・2 2．2 2・2 2・2 論 2・2 一

G　ノブキ K 2・2 2・2 2・2 3・3 2・3 一 2・3 糊

G　フキ K 尋・ 季 十 や 玉・2 P
→’。2　層

｝

Gスギナ K 1・｝ 十 1．1 十 1・1 齢
ユ・1 舶

Hオオイトスゲ K 2・2 2・2 2・2 2・2 1・2 一 1・2 酬

Hキベナアキギリ K 1・2 2．2 ｝・2 2．2 1・2 押
ユ・2 脚

Mアケビ K 十 ・う一 十 十 ， 牽 学

G　サラシナショウマK

G　ツル謀ンジン　K

Gマムシグサ　　K

登ヤマホトトギス寒

Nモミジイチゴ　K

G　フシグロセンノゥK

GアケボノスミレK

HムカゴイラクサK
冠オオバノ �奄j

Nヤマブキ

Hダイコンソウ

Gチゴユ弓

鷺ナライシダ

K

K

K

1・21・2

＋・2　＋

1・1　＋

1．・11・1

十　　十

→一　　牽

千　　十

三・1　1・1

十　　一｝一

十　　十

十　　→一

十　　÷

＋骨2　．．壷・2

1●2

＋・2

1●1

ユ・1

十

率

1・1

十

牽・2

彗一・2

＋・2

亙・2

十

一←

十

十

1・2

＋・2

十

十

糸・2

1・2

1・2

1・ユ

1・ユ

十

→一

尋一。2

＋・2

牽・2

＋・2

1・2

三・2

1。ユ

＋。2

一｝一。2

＋。2

．十

→一

＋・2

幸・2

牽・2

調査数次

Chオシダ　　　K
N　邑ンリノぐナ　　　　K

騒　ホソバンケシダK

Hミズヒキ　　K

Hキツネノボタン1く

N　ミツバウツギ　　S

Gイヌワラビ　　K

Mミツバアケビ　K

CI｝バクモウイノデK

HHロバギボウシ　K

H　シラネセンキュウK

温フクオウソウ　K

鶯ヒナスミレ　　K

（9シバ響スミレ？　K）

Gワニグチソウ　K

Gシオデ　　　K

N篇マユミ　　K

N　ミヤマイボタ　K

Gタチドコロ　K

瞬ミヤコザサ　　K

頁ヌスビトハギ　K

Thノ、ナタテ’　　　K

ChヘビノネゴザK

慧アキノタムラソウK

Gウバユリ　　　K二

H　ヒナタイノコヅチK

H　ヒカゲミツバ　 K

鍛M欝ナラkl　K

MダンコウベfkiK

Mオト箒ヨウゾメK

Gタチシオデ　　K

湘ガマズミ　　K

H ウマノミツノマ　P（

丁田ッリフネソウ　K

Nツノハシバミ　K

MMクロモジ　　　夏く

鷺フクオウソウ　K

Hホ卦トギス　　K

封ノ、クモウイノデ“K

C熱コアカソ　　K

鷺コジュズスゲ　K

MMスギ　　　　K

．上巴数次8：

1

十

十

→一

条・2

十

や

十

．

三・1

十

◎

●

◎

o

印

俸

．

o

●

○

吟

2

糸

季

十

牽

十

千

十

母一

十

十

十

十

ρ

の

，

φ

の

φ

ゆ

ρ

3

→一

●

十

十

三。1

0

1・2

→一

十

十

吟

3。3

0

，

．

●

．

4　5
十

十　　牽

十　　十

十　　十

十　　十

　　ユ・1

十

　　十

　　〇

＋　1・2

　　三・2

　　i・2

十　　◎

　　季

　　●

◎

→・

　　十

牽　　十

隼

一ト

噺　　．．ト

　　2・2

2・2＋・2

→一

十

　　十

・　　十

・　　十

●　　十

俸　　→一

　　細

●

二i二砂崩れのため完金破壊，以後縄査不可能

7

十

十

十

÷

1・三

十

十

十

レ2

1・2

十

．十

　●

●

　●

レ2

十

．

→一

十

．幸

牽

十

牽・2

十

十

一28一



簑騒永久方形匿（ドQ－26．）の種観成衰

灘籔数次

鍋査年月露

講馬面穣　（η乙xηz）

方　　位

傾　　斜　　（。｝

標　　．葎il　　㈱

高木麟の高さ｛凋

寛本髄顯被率四

声木顯の高さ瞬｝

繕木騒縦乏被率醐

幕ホ：脳の「幕さ｛瑚

幕木麟績被率幽
コケ繕の雛畿孫ζ躍

串一種．数
MMカラマツ

酬スギ

瞬　ミヤマイボタ

N灘クサギ

翼クマヤナギ

M麓フジ

短ヤマブキ

Nガマズミ

浅レンゲツツジ

Nヤマウ3ギ

S

B

S

S

K
S

K

B

S

B

S

S

K
S

S

S

　　　　　　　B2

Nスイカズラ　　S

　　　　　　　K

Hチダケ撃シ　　K

GコゥヤワラビK

Gゴマナ

Thツリフネソウ

Hヨモギ

Thミソ♂ソ！ぐ

Hタムラソウ

Gノダケ

Hツボスミレ

頁ヒメシダ

Gスギナ

Hタカトウダイ

鷺Hコバギボウシ

K

K

K

K

K

K
K

K

K

K

K

HウマノアシガタK

圭234567878　　　78　　　79　　　79　　　80　　　80　　　8ユ　　　8圭

5／22　1〔）ノー　5／20　1G／35／231G／姦　5／239／29

7×4宋

S8　調

5　査
925

5

7G

O．2

塵G

違0

42

？x4　7×4　7×壌　7×4　7×壌　7x4

S£　S£　S鶏　S王う　S£　　S£

5　5．5　5　5　5
925　925　925　925　925　925

一　一　一　6　6　7
一　　一　　一　嬉G　40　40

2．45　2．45　3．5　　1．8　　L8　　2．0

8G　8G　8G　姦G　藁G　sG
O8　　0．4　　0．8　　0．5　　G．4　　0．5

40　4G　40　違0　4G　購0

違0　　轟G　　4G　　　－　　40　　40

42　　57　　65　　61　　62　　72

　　り　　　曹　　　・　　3章3　3・3　3ゆ3

　　藁じ3　講●3　493　　。　　　・　　　●

　　＋　　　　…　　　　　1・1

　　圭刷2　　1魯2　　三D2　　三。1　　1・1　　・

　　1。2　　三92　　1．2　　三露2　　1齢2　　1D2

　　1齢2　　1顧2　　1，2　　1．2　　1。2　　1夢2

　　・　　÷　　十　　一軒　　十　　十

　　→一2　　唖一曹22＋・2　　÷膨2　　＋．2　　＋

　　。　　。　　・　　・　→岬2　牽

　　1●2　　102　　1，2　　三・2　　i”2　　1．2

　　”　　　●　　　．　　1の2　　2・2　　1。2

　　3。3　3・3　3●3　3脅3　3の3　3り3

　　一←　　・十　　 噺　　 十　　 一←　　 十

　　2・2　2・　　2。2　！・2　1・2　1・2

　　十　　 一ト　　十　　 季　　 戸ト　　十

　　幸　　率　　十　　十　　十　　十

　　十　　 十　　　率　　　→一　　一号一　　十

　　　　　　　　　　　　　＋・2

　寮。2　1●2　季曹2　．尋一●2　＋82　＋零2

　　三●2　＋。2　　三。2　　→一●2　　＋。2　　＋q2

　　1・2　1・2　1・2　→一　1・1　十

　　2・2　　一←　　1●2　幸，2　 1じ2　牽．2

ザ　内1，2　　一←　　1。2　　＋　　＋●3　　÷

　　亙。2　 1．2　 1。2　 1冒2　＋82　 2顧2

　　十　　十　　十　　十　　十　　十

　　1．2　　2，2　　亙。2　　2。2　　i●2　　2。2

　　十　　十　　牽　　十　　十　　十

　　＋　　　王夢1　　＋　　 1．1　＋●2　　1。1

　　1●2　　1●2　　2●2　　1●2　　162　　1．2

　　一←伽2　　1陰2　　1”2　　＋　　 1◎2　　腰一

　一←曾2　　＋。2　　→一。2　　＋　　綾一・2　　＋

　　十　　十　　十　　・　　亭　　・

　　＋●2　　や，2　　→一の2　　＋92　　＋。2　　＋・2

　　1・2　＋魯2　　1の2　　 ．　　1●2　　→一

麗査数次

Nコマユミ　　K
鷺　クサコアカソ　 K

Mアプラチャン　K

薮アキカラマツ　K

到【ススキ　　　K

Nズミ　　　　K

0

3・3

幽

1・2

2・2

庸

十

＋・2

0

1・2

●

2・2

十

2・2

十

胞2

1・2

1・2

1・2

2・2

三・2

＋・2

1・2’

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

HゲンノショウコK

R　トボンガラ　　K

Nサルマメ　　K

狂ワレモコウ　　K

G　ヒメザゼンソウK

R戯バタネ惣K
㍊　キンミスρヒキ　 K

Rマツバスノブ　　K

HヤマカモジグサK

夏一1薮ヒメシ日ネ　　K

T｝1アケボノソウ　K

G蔑あ左審ヨウK

Nクロモジ　　　K

Chヘビノネゴザ　K

鷺シロヨメナ　　K

｝｛　オオヤマフスマK

Nミズ　　　　K

H　ノガリヤス　　K

M滋コナラ　　　K

Gシオデ　　　K：

難［　ミツハ「ツチク“り　K

H　アキノキサンソウ｝く

N　ナワシロイチゴ王く

勲　シラネセンキコ．ウK

N　ミツバウツギ　　K

Mアケビ　　　K

頚ナンテンハギ　K

G　トロロ　　　K

Thア�M。カミK

Nノイバラ

Hノコンギク

HHサワギキョウ

Nヘクソカズラ

G　アマチャズル

Thノミノフスマ

Thヒメジ冠オン

鍼ワレモコウ

Hハナイカダ

田ヤチアザミ

K

K

K

K

K

K
王く

K

K

K
照ヒロバ．ド t葬K
NクロウメモドキK

Hナンプアザミ　．K

頚ヤマゼリ　　K

一29一

三

1・2

＋。2

辛

＋・2

1・2

十

→一

圭・2

十

1・2

壱

＋・2

十

・

●

●

尋

●

o

，

・

，

P

‘

●

齢

0

9

●

9

●

●

，

o

尋

・

o

吟

．

◎

，

●

2 3　尋　5
1・2　＋　1・2

　。　1・2　一←

十　　牽　　→・

十　　尋一　　。

＋・2＋・2　＋

＋　舟　妙2

1。2　1痛2　圭92

1・2　1・2　2P2

十

唖一

1・2

攣

●

・

，

・　　十

〇　　　　　　　牽

や　　　・

十　　　・

十　　　・

十　　。

十　　。

・　牽・2

・　牽・2

・　　十

・　　十

・　1・2

・　　÷

。　　　→一

●　　・｝一

・　　一←

り

，

o

●

●

甲

嫡

P

．

○　　　　　　　●

．　　　　　　　　●

，　　　　　　　　9

，　　　　　　　9

・　　　　　　　・

●　　　　　　　◎

●　　　　　　　印

●　　　　　　　　ゆ

●　　　　　　　　，

6　7　8
十　　や　　十

1准2＋・2　i・2

　　　　　　　亭　1・1

　　　　　十　　牽　　十

　　　　　．壷・2　・　ふ

　　　　　十　　一←　　十

　　　　　　　辛・2　÷

　　　　　牽　2・21・2

十　　掌　　十　　÷　　牽

南　　一←　　率　　十　　・

畠　　三〇2　　●　　ユ辱2　　齢

噛　　→一　　●　　や駐2　 ＋

レ2＋。乞　＋　 牽　　一←

十　　十　　や　　・　　一←

一をゆ2　＋“2　　＋　　 ＋　　 ＋

　　　　　率　　十　　穆一

　　　　　一ト　　一←　　牽

　　　　　一←　　浄　　一←

　　　　　ら　　÷　　　。

　　　　　十　　・i一　　十

　　　　　牽　　÷　　十

　　　　　・　　÷　　伽

　　　　　三・ユ　・　レ1

　　　　率の2　＋　一｝・夢2

　　　　　幸　　　曹　　　。

　　　　　十　　・　　率

．

，

÷

一←

．

6

0

0

牽

。

◎

陰

，

1豊2　王・2　1鞭2

十　　十　　十

。　　率　　一←

十　　牽　　÷

十　　。　　・

÷り2　→一晒2　＋．2　一←尋2　イー・2

十　　　。　　　・　　　。

牽　　　。　　準　　　・

＋　や・2　＋　　・

十　　十　　十　　十

＋●2　＋・¢　千。2　＋・2

o

．

・

1・1

十

÷

十

o

o

，

，

o

畳

十

●

謄

の

十

D

o

十

十

十

〇

〇

●

十

〇

十

十

十

十

．

○

十

十

÷

・

十

〇

・

，

十



調甕数次
　Hヌスビトハ；ギ　K

　擁コナスビ　　　K

　Thタネツケバナ　K

　RキツネノボタンK

　Hジガバチソウ　　K

　MツルウメモドキK

。T註ヤブマメ　　　K

　曇ヤマガシュウ　K

　Mカマツカ　　　K

　Mエゴノキ　　　K

　Nメギ　　　　K

　GフユノハナワラビK

1

0

●

9

●

◎

o

2 3

，

■

●

●

4

0

●

●

●

5

十

■

o

O

6

．

◎

o

●

●

7

b

÷

十

ψ

o

●

o

8

÷。2

十

÷

十

＋・2

÷

十

十

＋・2

一30一



裏2§，永久方形庭（PQ－2了）の種紐成衰

調査数次 1 2 3 4　　5　　6　　7P畠■■■畠一■■一一一■一■一 　8，雫厚厚，，““

，，PF7「

調甕年月霞 78 78 79 79　80　80　8！ 8三

5／21　1G／－　5／25　1G／45／23　10／嬉　5／239／29

調蒼面磧　＠x死）
2．5x4 2．5×4 2．5　　2．5　　2．5　　2，5

~4　　×4　　x4　　x4

2．5×4

方　　　位 S 未 S S　　S　　S　　S S

傾　　　斜 1。｝ 10 調 10 10　10　　10　10 10

標　　　嘉 く痢 955 査 955 955　955　　955　　955 9δ5

低木麟の斑さ 國 嘗 0．6 0．6　0．6　0β　0．6 0．6

低木顧績被率 幽 齢 20 20　　　20　　　100　　20 20

草木鱒の高さ 圃 0．5 0．5 0．5　　　0．3　　　　一　　　⑪．3 0．4

草木鰻植被率 衡 ？G 80 8G　gQ　　－　9δ 95

出　現　種　数 20 21 22　　　27　，23　　　28 23

鷺HヤチカワズスゲK 4・4 滞 弓・4 3撃3　4。4　4。4　494 4・4

Nテ1ヌハノイパラ s ● ， ・　2・2　2。2　2・2 2・2

K 2・2 F 2・2 2夢2　　1・2　　　●　　　　． 奮

頚チダケサシ K 3・3 一 3・3 2・2　　3●3　2。3　2傭3 2・3

Hススキ K 1・2 哺 十 1．1　　　→ト　　1。2　　1●2 三・2

猛Rアゼスゲ K 2・3 一 3・3 2●3　3曹3　2暫3　2。3 2・3

慧アヤメ属の～顯K 2．2 鵬 i・2 1寧2　　1　。2　　182　　1　。露 三。2

鷲Rヒメシロネ K レ露 僧 1．2 三　・2　　1。2　　颪卿2　　1幣2 2．2

HRチゴザサ K 2・2 一 レ2 2●2　　2●露　　2⇔2　　1P2 3・3

殺りンドウ K 十 舗 十 十　　　十　　　十　　　一ト 十

MMフジ S 璽 一 2・2 2．2　　　→一　　1　●2　　2顧2 ユ．2

瓢Mフジ K 2・2 レ2 一ト　　　1　，2　　　，　　　1　¢2
孕

Gスギナ K 1・2 r闇 レ2 →一　　2．3　　　b　　2噸2 ●

聾ミツバツチグリ K 十 脚 1・2 1　の2　　三　”2　　1　，2　　三　・2 2・2

猛　トダシバ K 十 一 1・2 2鹸2　　1　，2　　2曾2　　1　⇔2 2・2

HRヤチアザミ K 十 P 牽・2 2ρ2　　202　2・2　　2鼻2 2・2

頁ウメバチソウ K 十 酬 十 一←　　　・　　十　　　十 1・2

H頁サワオグルマ K 1・1 囎 1・ユ ・　　　十　　　・　　　．十 牽

H冠サワヒヨド弓

Hヒメシダ

醤レンゲツツジ

丁鼓アケボノソウ

殖ヤマ梠p）
K鷺サワギキョウ

K　い2
K　　＋

S

K

K

K

K　2・2

Hニガナ

Th濡濡ツがK
G　ヤマラッキョウK

K　　4一

H難イ　　　　　K

頚オトギリソウ　K

Hカワラマツバ　K

Hタカトウダイ　K

Hヌカボシソウ　K

Hツボスミレ　　K

牽　　・　　・　　＋　　牽　＋。2

．　　1ρ2　圭Q2　i．2　1．2　192

・　　…　　　　　　　＋　1。ユ

＋　　季　　十　三・1　＋　　＋

一ト　　幸　　 十　　 十　　　4一　　　。

幸　　十　　十・　　十　　・

・　　　・　　　。　　　・　　→・　　・

・　　　ρ　　十　　　・　　　●　　　・

一ト。2　＋曹2　 ＋　 ＋●2　→一零2　 ＋

，

の

ρ

＋　＋　一←　＋。2

→一

十

十

ρ　　　　　　　　●

1●2　1臓2　1零2

・

●　　　　　　　ψ　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　， 十

一31一



蓑2§．永久方形醒（PQ一鎗）の種総霞襲

講査数次
講査年房日

　調査厨積　ゆきX舵）

　方　　位

傾　　斜　　1。｝

‘標　　商　　㈱

　草宋顧の高さ｛翻

　草木籐簸被率囎

　コケ騒の鍼被率囎

出　褒　種数

資Hヤチアザミ　　K

鷺チダケサシ　　K

ThミゾソバK
琵買ヒメシ環ネ　　K

碧ノイバラ　　　K

鷺ツボスミレ　　K

Gスギナ　　　K

Thツリフネソウ　K

㌶クマヤナギ　　K

鷲トボシガラ　　K

K　ヒメシダ　　　K．

Nスイカズラ　　K

NナワシロイチゴK

Th踏鉢ツカミK

Hノガリヤス　　K

Gヤマラッキ密ウK

王｛　ミツノ・ぐンチグリ　K

王｛厳サワギキョウ　K

Hタカトウダイ　K

鷺マツバスゲ　　　K

Nヘクソカズラ　K

Thアケボノソウ　K

Hエガナ　　　K

Rタイアザミ　　K

Thアシボソ　　　K

Mボタンヅノレ　　K

狂Hチゴザサ　　　K

H狂コバキ「ボウシ　K

GヤマトリカブトK

Gノダケ　　　K

HHサワヒヨドリ　K

HHイ　　　　　K、

Nヤマガシュウ　　K

　ユ234567878　　　78　　　79　　　？9　　　8G　　　80　　　8董　　　81

5／21　10〆45〆2透　王0／4512310／45！239／29

2．5　　2．5　　2．5　　2．5　　2．5　　2．5　　2．5　　2．5

xL5　×1．5　×圭5　　×1，5　x1，5　×L5　×L5　×1．5

E　　8　　8　　£　　鎗　　£　　露　　£

22222222915915915　915　91591S　915　915

4G　　70　　40　　40　　40　　5G　　40　　50

80　　圭00　80　　80　　70　　80　　7G　　90

50　　70　　4G　　40　　40　　50　　40　　70

三9　　22　　19　　16　　23　　圭8　　29　　23

簑27。永久方形匿（ドQ－29）の種罎成蓑

調査数次

灘査年鷲日

謁査諏積

方　　位

傾　　斜

標　　高

＠〉く麗）

草本騰の蕩さ

草木！議糠鞍率

コケ繭の敏被率

出　堀　種数

〔。｝

嫁｝

繍

搦

3・磯

1・2

3・3

2・3

1・1

2・2

1・2

1・2

1・2

1・2

＋・2

1・2

＋・2

｛十｝

＋・2

1・1

一｝一

｛＋）

十

，

●

脚

393　3噛4　3庸4　3◎3　3曽鳶　3・弓　3・践

1・2　2・2　三曹2　2・22俺22・2　2・2

4曹4　2・2　三の2　2・3　3・3　3壁畦　4摩壕

2。2　2。2　2ゆ2　ユ82　2・2　2・2　2曹2

ユ・ユ　→一　1。1　辛　1・1　1・1　1・ユ

2・2　2陰2　2．2　2●2　ユ・2　1．2　2．2

一←92　1陰2　＋●2　ユゆ2　＋郎2　｝，2　　噌

2，2　ユ・2　2・2　2，2　2曹2　三・2　1。2

1b2　至嬢2　一←¢2　1夢2　＋吟2　＋ゆ陰　　→・

縁一。2　1管2　＋り2　蓬，2　2●2　一ト◎2　2尋2

→一。2　→一遇2　2。2　一｝雫。2　1．i　1曹1　1◎三

1・21・2

瞳一切・2

2・2　＋

十　　弓一

　。　　牽

牽　　　’

　・　・i一。2

十　　 。

1。2　・

＋・2　・

→一　　・

　o　　　　　　　　ひ

一←・2　・

辛・2　・

　．　　　　　　　　○

　●　　　　　　　　O

　P　　　　　　　　●

　o　　　　　　　　幽

　◎　　王●2　　率　　 ＋　 ＋。2

　・　　。　　・　　→一　　一｝一

＋撃2　　＋　　 ＋　　 ＋　　　轡

十　　　・　　→・　　一｝一　　十

　・　　十　　　・　　牽　　　・

・　　。　　・　　÷　、牽

・　　→ト　　・　　一ト　　十

・　　十　　　・　　十　　千

・　　・　　●　　．十　　’

一ξ一。2　　・　＋顧2　 ＋　 ＋．2

・　　十　　 ・　　→一　　十

十　　．十　　・　　十　　 。

。　　。　　・　　率　　・

陰　　電　　’　　十　　 昂

・　　。　　・　　・　　一←

舞Hミヤマシラスゲ　K

Hネコノメソウ　　K

T銭ツ1ノブネソウ　　K

鷺サワギク　　　K

Σi材イトソｯK
Tbノミノフスマ　　K

鷺｝iイ　　　　　K

Hマツバスゲ　　K

T熱タネツケベナ　　K

鷺ツボスミレ　　　K

欝ヒメシダ　　　K

｝賢｛アイバソウ　　　K

Hヌカボシソウ　　K

｝玉ミヤコアザミ　　K

Thミゾソバ　　　K

｝｛　チタ“ケサシ　　　　　K

　12345678？8　　　78　　　79　　　79　　　80　　　8G　　　8至　　81

5121　10／3　5／25　1G！4峯5！23　10／4　5〆239／28

2×252＞＜252＞（253x253x253x253＞〈≧53＞（25

圭025　1025　1025　1025　1G25　圭025　1025　1025

3G　　60　　30　　50　　25

70　　85　　？5　　85　　80

5　5　5　5　5

50　－　50

95　80　95

5　5　1G

三2　 13　 圭三　 8　　9　　 5　　9　　6

1。2　ユ●2　i曹2　率零2　2。3

・　＋　＋　＋・2　＋

・　｛＋）　…

・　〔十）　・　　縁一　　・

・　　’　　牽　　十　　　。

・　　●　　・　　・　　十

。　　…　　　　　　　　十

5，4　5。4　4・45・毒　5G4　5響5　5購違　5　P5

2伽3　2，2　2．3　2｝，2　＋・2　牽●2　＋，2　＋●2

ユ邑2　2●2　三。2　ユ・2　三92　1。2　玉。2　1●2

十　　十　　十

＋露2　1儒2　＋●2

2●2＋●2　1齢2

1，2　1．2　．＋畢2

102　1．2　一｝一●2

1駒2　　＋　　圭92

　・　　堂　　十

＋・2　＋　　・

芝・2　率　レ2

一｝一　　・　　・

　・　　十　　 ・

●　　　　　　　　の　　　　　　　　■

○　　　　　　　　●　　　　　　　　，

三・1　車　＋　　→一

一｝一撃2　　＋　　幸●2　　→一

十　　・　　十　　 ・

　o　　　　　　　　爾　　　　　　　　，　　　　　　　　，

＋●2　　●　　牽骨2　　・

十　　・　　十　　 ・

　・　　　　　　　　9　　　　　　　　顧　　　　　　　　o

・　　・　　仔｝　．・←

調査数次6　ミヤマシラスゲが多くなっている。

　　　　　8、羅嘘1‘こ大ri麺力≦あった9
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蓑28．永久方形区（PQ－30）の種親成褻

認登数次 1 2　　3　　4 5 6 7

厚【炉【雫ヤ「T「「【厚r－－【【“－－rr■．■rrrrrL・r馳hrr馳・幽rrr・L・…，・7國，7幽・」・」」一■一rrrr●●●●●」」，，ρ一幽ρ甲L」國幽ρP・一・，P」7宇

ｲ査奪月日 78 78　79　79 80 80
81

5／2 10／　　5／2　　1G／3　5／22 未 5／21

調査置｝穣　㊥x聡）
1G＞〈王0 10x10

講
玉。×10

方　　　位 £ E．8　　E £ 査 鷺

傾　　　斜　　　〔。｝ 20 20　20　20 2G 20

標　　　高　　　1凋 圭075　1075　ま075　1075　10？5 1075

趨本第一纈の認さ伽｝ 10 1G　10　圭0 1三 圭1．5

高木第一鰯績被率幽 80 80　80　80 90 85

低木繕の高さ　｛鋤 1．8 1．8　1．8　1．8 1．8 1．8

上本繕1摘被率　願 70 6G　70　7G 70 7G

草本瀬の高さ　｛瑚 0．6 0β　O．6　0β o．6 o浴

草木閣擦被率囎 40 40　4G　40 3G 30

繊　堀　種　数 3圭 46　42　52 48 51

MMアカマツ　　　1㍉ 5・5 5・35・35・3 5・4 齢 5・4

M鍼カラマツ　　　B 1・ユ レi王・圭1・1 1・1 牌 三・1

Nヤマツツジ　　　S 4・4 毒・4を4鳶・丞 4・亟 ”
違・毒

K ． 2・2　・　　・ 2・2 2・2

醐vIクリ　　　　　S 1・2 1・21。2レ2 1．2 ㎜ 1・2

K ， 9　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　， 牽。2 争・2

N　レンゲツツジ　　S 華・2 1・21・21・2 1・2 ” 1・2

K 1・2 レ2＋・2→一・2 ＋。2 攣・2

Nサワフタギ　　S 1・2 ユ。21・2レ2 1・2 F 1・2

摘　ノサウツギ　S・K 十 ＋　　坐　　＋ 浄 一 牽

…

M泌ミズキ　　　　S 壱 十　　　÷　　　率 十 一 十

K ● 榛一　＋。2＋・2 季・2 ＋・2

Nシナノザサ　　　S 一ト 1・21・12・2 1・1 一 1・1

MMコナラ　　　S・K 十 士　　●　　士 出 P 十

…
財コミネカエデS・K 十 十　　土　　坐 ÷ 榊 十

一
餐　　ミヤマイボタ　　　S 十 十　　　牽　　　十 牽 一 牽

Nイ {s・髭 十 ±　　｝　　士 十 一 1・1

N　二Lガイチニゴ　　　S ＋・2 噺・2　・　＋・2 壕一2 僻 ＋・2

K 1・2 1・2　奇　1・1 寺 尋一・2

Nコマユミ　　　S ＋・2 牽　＋・2＋・2 ＋・2 齢 ＋・2

K 2・2 1・21・2　・ 1・2 1・2

難タガネソウ　　K 2・2 2・22・22・2 2．2 ㎜ 2・2

HヒメノガリヤスK 2・2 2・21・2レ2 1・2 一
Σ・2

Hミツバッチグ弓K 1．2 1・21・2　挙 十 僻 十

Gワラビ　　　　K 十 牽・2　轡　1・2 十 薗 ÷

GアケボノスミレK 1・2 1・2レ21・2 1・2 齢 1・2

Rイチヤクソウ　　K 十 十　　　→一　　率 c 十

Chヘビノネゴザ　K レ1 1・11・11・1 1・1 騨 1・1

識査数次

飛サルマメ　　K

鷺ススキ　　　K

羅ヤマウルシ　　S

　　　　　　　　K

　　　　　　　　s

Nズミ　　　　K

Gチゴユリ　　　王く

MツルウメモドキK

蕪ノハラアザミ　K

翼ニシギギ　　S

GミヤマナルコユリK

鷲ナライシダ　　K

HホソバヒｾK
Gタチドコロ　　K

Gオオバギボウシ薮

鷺ニガナ　　　K

Gアマドコロ　　K

Mアケビ　　　K

疑タカトウダイ　K

Hオケラ　　　K

質オオアプラススキK

Gタチシ建デ　　K

Mノブドウ　　K

Thケチヂミザサ　鷺

r｛タチツボスミレK

醤コバノガマズミK

慕アキノキリンソウK

磁ミツバアケビ　K

H　ワレモコウ　　　K

．N ミヤ；＝ザサ　　 K

Rオカトラノオ　K

鷺アヤメ　　　K

Thハナタテ’　　　K

MMカスミザクラK

NアオツヅラフジK

篤ヘクソカズラ　K

Nノイバラ　　K

MNIニガキ　　　K
Nミヤマウ�№j

Nクマヤナギ　　K

赫Mクロモジ　　K

GホウチャクソウK

一33一

1　2　3　4　5
1r2　1。2　2の2　2層2　1。2

＋　謄一・2　＋　牽　千

・　1・ユ　・　・　　。

＋　　 →ト　一←。2　＋。2　　→一

・　　・　　。　　。　　十

193　1ψ2　1。Σ｝　1鱒2　1。2

　　　　　　　　　　ゐ

十

率

○

や

●

．

十

顧

。

・

・

o

●

幸　　十　　十　　　、

＋・2　牽　や　＋

貞　　一←　　ヤ　　十

＋　　＋　1・2　幸

→一　　→一　　牽　　 ・

峰・　　桑　　牽　　一←

1夢2　牽曽2　＋夢2　＋嫌2

一ト

・を

牽

一ト

ート

売

÷

÷

．十

十

〇

十

〇

う

，

●

．

の

ゆ

牽　　 ・

ヤ　　ート

十　　→一

→一　　畢

牽　　一ト

十　　十

十　　　．

舶2　・

牽　　牽

牽　　 ・

浄　　　・

＋　幸。2

牽　1・2

十　　壱

幸　　　。

。　　十

●　　　　　　　　．

o　　　　　　　　二

十　　 ・

幸　　　’

十　　　。

密　　’

李　　 ・

十　　　・

・　　牽

・　　十

〇　　　　　　　Q

？

1・2

幸

十

ヤ2

十

÷

十

争

1・2

十

十

十

十

畢・2

1・2

十

　ゆ

十

十



蓑29．永久方形区（PQ－3麺）の種絹成裏

　謝査数次

　．謁査年月日

　謁査鷹積　＠x那）

　方　　位

　傾　　斜　　〔。｝

・標　　高　　圃

　高本第一溺の高さ圃

　高木第一籐植被率囎

　高木第二騒の高さ｛凋

　高木第二属櫃被率囎

　低木溺の高さ（秘

　低本：麟植被潔院｝

　草塞簸の蕩さ｛励

　草本顯植被率幽

　出　現　種数

　1　2　3　4　5　6
78　　　78　　　79　　　79　　　80　　　80

8／8　　10／35／26　10／55／24　io／一

2艶02艶02艶G2艶。2艶。

L　L　L　L　L　未
　　　　　　　　　　　　調

833　833　833　833　833　査

26　　26　　34　　34　　34

80　　80　　80　　80　　70

9．0　　9｛〕　　9ズ）　　9D　　gD

10　　10　　20　　20　　20

5．0　　5．0　　3．0　　3．0　　3．5

80　　80　　70　　75　　70

三．2　　1，2　　1．2　　12　　 1．2

60　　60　　70　　70　　60

43　　38　　43　　50　　61

瓢Mサワラ　　　Bl

MMヒノキ　　 Bl

　　　　　　　B2

MMケヤキ　　　Bl

　　　　　　　K

醗Mカスミザクラ　縞

　　　　　　　B2

　　　　　　S’藍

巌Mスギ　　　B2

MアプラチャンS

　　　　　　　K

Nウリノキ　　K

鐡ミツヂカエデ　S

　　　　　　　Ki

Mミヤマノ〉、ソS

　　　　　　　K

冠スズタケ　　 K

黙　ミヤマイラクサκ　．

Rフタバアオイ　　K

避ナライシダ　　K

HムカゴイラクサK

Gイヌワラビ　　 K

GホウチャクソウK

MMヤマモミジ　　K

M　ツノレマサ・キ　　　　K

薮ヒカゲスミレ　K

M：Mオニイタヤ　　K

溝ヤマブキ　　S

　　　　　　　K

Gユキザサ　　K
H」 kスビトハギ　K

MMエゾエノキ　K

Hヘビイチゴ　K

Hヤマハッカ　　K

4・3　填。3　4●3　4・3　393

2墜22。22022費1　2●2

1・1　1・1　三・1　1・ユ　1。1

3鴨2　3脚3　3顧2　3囎2　3・2

　9　　　P　　2電2　2旨2　2魯2

一｝一　牽　1・1　1・1　1。ユ

1。2　1曹2　202　2・2　2，2

桑　　十　　・　　士　　。

・←　　÷　　 ・季一　　一｝一　　十

5，4　4・3　4P4　4◎4　4●4

→一　　率　　1の2　1。2　2齢2

十　　 一｝一　　牽　　 十　　 十

！・11・12・12・114

　・　…　　　　　1・里

→一　　ナ　　 4一　　十　　 十

階　　 雫←　　 一ト　　 や　　 一｝一

3胃畦　3●3　3φ4　嘆噛4　3，4

圭。2　1，2　三昂2　1●2　1●2

＋陰2　1。2　＋・2　尋一●2　i寧2

＋・2　　季　 略一●2　→殉2　壷●2

2●2　三脅2　2ゆ2　2甲2　2ゆ2

1”2　1卿2　一｝・・2　申”2　三”2

i。1　畢　1・1　1・三　1。1

十　　一ト　　十　　十　　十

1●2　＋蓼2　1●2　圭32　1・2

ユ・11・11・11。1｝・1

や　　一←　1。三　1・1　1・1

。　　。　　・　　●　　十

十　　十　　十　　十　　・

十　　十　　十　　十　　一←

一｝一　　十　　十　　十　　十

十　　十　　・　　十　　幸

＋●2　　＋　　 ，　　一｝一　　，

1・1　＋　・　÷　・

講資数次

Gアマチャヅル　K

Gテンxみ嘱K
GルイヨウボタンK

Chケチヂミザサ　K

H　オオイトスゲ？　　K

Hハエドクソウ王く

HウマノミツバK

MMシナノガキ　　S

　　　　　　　K

Nや吻ク 寃奄j

Rトボシガラ　　K

HホソバシケシダK

Gチゴユサ　　K

Chヘビノネゴザ　K

Nサ・ンシ簿ウ　　K

頚　ヒカゲイノ2ヂツK

MミツバアケビK

Gツルニンジン　K

Mアケビ　　　K

GエンレイソウK

HセントウソウK

Hミツバ　　　K

Thヒメジョオン　K

購　サンカクヅル　　K

N　ミヤマイボタ　K

Mクサギkl　　K
ム！IMキノ、ダ　　　　　　K

MムラサキシキブK

Hタユギキョウ　K

N　イヌザンショウK

Nアオキ　　　K

GレンプクソウK

ChミヤマシケシダK

G　ニリンソウ　　　K

H　ミヤマハコベ　K

ChヤマイヌワラビK

Gシオデ　　　K

鷺ミズヒキ　　　K

Gヤブニンジン　K

Gフユノ ﾕビK
MMカヤ　　　82

　　　　　　　S
鞭マルバコン唐j
MMコブシ　　　S

N　ミツバウツ・ギ　S

Nニワトコ　　S

騒アオイスミレ　K

冠ヒナスミレ　　K

Gノブキ　　照

一34一

1　2
→一・2＋・2

3　4　5　6
　　　・　や。2＋・2

　・　　÷　　イー　　・

＋。2　→隔。2　＋。2　＋，2

十　　・　　率　　・

十　　。　　十　　。

1曾2　i脚2　＋．2　1。2

十

●

十

．

庸

十

十

P

O

　o

o

＋・2

十

十

÷

　の

い2

牽

1・2

→一

　●

　．

　○

＋　÷・2

　・　　牽

＋・2＋・2．

→一　　十

十　　や

牽　　・

十　　十

十　　や

牽　　　。

十　　十

＋　＋・2

や　　十

→一　　牽

や　　一ト

十　　十

・　　　　　　　o

●　　　　　　　，

・　牽・2

●　　一ト

の　　牽

・　2。2

・　一｝一・2

’　　十

。　　十

1・2　・

十　　　。

十　　十

尋一　　一ト

。　ユ・玉

。　　→一

●　　十

●　　十

牟　　十

’　　一←

・　．＋・2

●　　→・

・　　　　　　　●



蓑30．永久方形区（PQ－31b）の種総成蓑

調査数次 1 2　　3　　4 5 § 　7PΨヤ“，「■．

「馳「馳．「馳
「．－－一■一幽．一．一一一一■一■一

調査年月日 78 78　79　79 80 80 3玉

8／8 10／3　5／26　10／5　5／24 未 δ／21

謳査面積　　（霞以飛） 10×51｛μ510x510x51ex5 論
10x1G

方　　　位

X　　　斜　　　〔。｝

W　　　高　　　伽｝

L832 L　　L　　L

W32832832

L832 青 L832

取水第一篇の高さ伽｝ ユ8 18　18　18 18 19

高本第一一顯穂被率幽 85 85　85　85 85 85

低本属の高さ　伽1 3 3　　3　　3 3 2．5

低本丁槙被率幽 85 85　85　85 85 85

草本瀬の蕩さ　伽1 0．3 0β　0．3　0．3 0．3 0．3

草木麟繊被率幽 40 40　40　30 3G 60

出　境　種　数 29 40　45　ξ8 58 55

MMモミ　　　　B1 レ1 1・1レ1レ1 レ1 繭 1・圭

K ． い　　　　　　　　　o　　　　　　　　　， 十

MMスギ　　　　Bl 違・4 4・4嘆・44・4 4・4 一 3・3

MMオニイタヤ　　　B： 2・ユ 2・三3・13・1 3・ユ 一 3．ユ

s 十 十　　　十　　　牽 率 1・2

K P ，　　　　　　　　　，　　　　　　　　　ゆ 十

MMコブシ　　　B1 1・三 1・ユ2・12・1 2・1 F 2・ユ

S 1・2 圭・2ユ・21・2 1・2 1・2

Mアプラチャン　S 3・3 3・33・33・3 3・3 脚 3・3

K g 十　　　十　　　→一 i・2 レ2

瞬　ヤマブキ　　　　S 鷹・4 4・44・44・4 4・峨 一 4・4

MMカヤ　　　　　S 1・1 ま・11・11・1 1・1 榊 1・三

M　ヤマグワ　　　　　S 牽 十　　　十　　　牽 十 ｝ 十

粥Mマメガキ　　　S 十 牽　　　十　　　十 辛 一 ．

M　ミヤマハハソ　　S 層一 1・2　＋　三・1 十 　 1・2

K 尋一 ・牽　　　→一　　噺 ÷ 十

嫉Mミズキ　　　　S 三・1 1・1　1・11q 1・ユ 酬 ユ・1

翼　ミツバウツギご　S 摩 十　　　十　　　牽 ← ｝ 牽

鷺ホソバシケシダK ＋・2 ＋・2牽・2＋・2 ＋・2 騨
・寺一

H　ヒカゲミツベ　K 2・2 1・22・22・2 2・2 一 2・2

H　ヒカゲスミレ　　K ユ・2 季・2レ2　1・2 レ2 糟 1・2

Gアマチ聖ヅル　K 牽・2 三一・2　＋　　塵一 牽 鼎 十

HムカゴイラクサK 2・2 2。21・2ユ・2 1・2 一 1．2

赫ツルマサキ　　　K ＋・2 ユ・21・21・2 レ2 一
隻・2

Chオシダ　　　　K 十 牽　　　牽　　　÷ 十 葡
→一

G　イヌワラビ　　　K 三・2 レ2隻・2レ2 1・2 塵 1・2

舗　ミヤコザサ　　K 1・2 2・22・22。2 1・1 一 2・2

G　ヤマガシュウ　　K ÷ 十　　　十　　　牽 十 憎 十

KヤマカモジグサK 一←・2 ＋・2　・　→一・2 ， 隔 十

Nウリノキ　　　K 十 ・　　　一ト　　　十 十 曽 ÷

調査数次
1

Hヤブカンゾウ　K

H　ヌスビトハギ　K

H　シラヤマギク　K

MMク弓　　　　K
N　マルノ頑ナンキライS

　　　　　　　K

鷺カノツメソウK

Gノブキ　　　K

Gウバユリ　．　歪く

ChヤマイヌワラビK

M瓢ウワミズザクラK

｝｛　ノ、エドクソウ　　K

GアケボノスミレK

Rラショウ YラK
翻ケヤキ　　　K

ChミヤマシケシダK

鍵Mコナラ　　　K

慧ヒカゲスゲ　 K

G　フユノハナワラビK

（｝ヤブニンジン　K

鰹ヒナスミレ　
夏く

鷺オオイトスゲ　K

ガウ旨鋸鍾K
顛Mユガキ　　　s

　　　　　　　K

H　ミヤマイラクサK

H　ミヤマハ灘べ　K

G二琴ンソウ　K

慧イブキヌカボ　夏《

G　レンプクソウ　K

鞭　野ボシガラ　　K

N　モミヂイチゴS・K

パヤマ写拷s
Gヒメニ．ラ　　K

G　ワニグチソウ　K

舅雪づ。ンソウK

Hアオイスミレ　K

H　ヒロハノハネガやK

G　ヤマエンゴサクK

鷺ホソバシゲシダK

ThムラサヰケマンK

温　タエギキョウ　　K

Gユヰザサ　　K

MMエゾエノキ　K

1　2　3　4　5　6
÷

÷

．

●

o

●

陰

o

o

．

o

・

●

．

．

・

，

●

●

．

●

O

D

÷

．

．

P

，

o

．

o

●

・

O

o

，

．

9

．

0

9

÷　　÷　　。　　十

＋。2　　●　　一←・2　 ＋

・　　十　　十　　牽

÷　　。　　十　　・

●　　　　　　　．　　　　　　　尋　　　　　　　，

＋　　1魯1　1。1　＋顧2

三・21・21・21。2

　　　幸

　　　十

＋・2　　　　　＋

十　　　　　十

　　　十　　÷　　・

浄　1。1三・11q
＋・2　　・　　や顧2　　。

牽　　。　　牽　　。

牽　　・　　一ト　　・

→一　　。　　率　　十

　の　1・2　　＋　 1や2

　，　　三，1　1。1　三。2

。　　＋，2　牽曹2　＋夢2

　・　　牽・2　ξ一｛一　＋¢2

　…　　　　　　　　十

　9

　電　　　　　　　9　　　　　　　0　　　　　　　D

　　　・　・　一ト・2

　…　　　　　2・2

　・　　一ト　　・

　今　 1，2　　，　 2●2

　・　＋・2　・　・

　●

　・　　・　　一｝・

　●　　　　　　　　，　　　　　　　　●　　　　　　　　o

　P　　　　　　　　9　　　　　　　　，　　　　　　　　．

　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●

　・　　・　　　　　十

　・　　。　　・　　十

　…　　　　　＋・露

　　　◎　　　　　　　　●

　■　　　　　　　　o　　　　　　　　骨

　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　9

　辱　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　6

　0　　　　　　　0　　　　　　　齢　　　　　　　“

　7

　●

や・2

1・2

や・2

　●

や

牽

十

玉・2

率・2

　9

●

2・2

1・2

尋一・2

＋・2

十

　9

　，

辛・2

2・2

十

2・2

率・2

　0

2・2

＋・2

や

＋・2

1・2

十

牽

十

一35一



藻斜．永久方形匿（PQ－32）の種総一軸

調号数次
ユ　　　2　　3　　4Trhrヤや炉噌P甲P7閲777ρ幽7」．■．凹内「「闇．．「T・P 5 6 7

」」」，，ヒ・・幽・…h馳一「「T「」」」・・」馳「「・「・．「

鍋甕年月鷺 78 78　79　79 別 雛 8茎

5／2三　10／35／26　1G／5　5／24　1G／一　5／21

調戴面穣 ＠x肌〉
蔭。×10 鷹O　壕0　4Gx10　×10　　　　×10 40×玉G 鷹Ox三G

方　　　位 L L　　L　　L L 未 L

傾　　　斜
1．｝ 調

標　　　高 岡 33G 33033G　330 330 厳 33G

高木第一麟の高さ囲 26 26　30　30 3G 30

商本宅一調莚厳率囎 7G 70　？0　70 70 7G

高木第二層の蕩さ1凋 10 13　i5　三5 15 15

蕎本第二騒鑓被廉囎 3G 4G　畦0　4G 40 40

　　　　一心一癘ﾘ麟の簡さ ㈱ L8 18　1．8　18 2 2．5

抵本繍植被率 囎 80 80　80　80 80 80

草木纐の高さ 例 0マ 07　0．塵　0．4 0．4 0．幽

草本綴織目率 囎 6G 20　60　40 60 60

出　現　種　数 45 δ1　62　53 55 58

MMモミ B三 2・2 2・22・22・2 2・2 一 2・2

瓢Mケヤキ 8Σ 3・i 3・三3・13。1 3・1 開 3・1

S o ・　　　。　　　十 ÷

MMヒ／キ B三 3・3 3・33・33・3 3・3 鼎 3・3

B2 ¢・3 2・33・33・3 3・3 3・3

謝オオモミジ B叢 王・1 1・iレ三1・1 の

…
亙・ユ

泌Mコブシ B三 1・1 1・1　1・1　ユ・1 1・ユ 脚 2．2

B2 ユ・1 ユ・11・三1・1 1・三 1・三

M　ミツデカエデ B2 1・1 玉・11弓　1・三 ユ・1 一 1・1

S ＋・2 ＋・2＋・2一｝魂2 五一・2 季・2

擁アプラチャン　S

Nミツバゴウツ・ギS

MMウワミズザクラS

蟹ヤマブキ　　S

NハンショウヅルS

MミヤマハハソS

酬オユイタヤ　　s

MムラサキシキブS

MMナラガシワ　　S

Mヤマグワ　　S

HミヤマイラクサK

GホウチャクソウK

HヒカゲスミレK

HムカゴイラクサK

MMカヤ　　　　K

Mツルマサキ　K
R　ヒカゲミツバ　　K

Gウチワドコロ　K

G／ブキ　　　K

CぬヘビノネゴザK

耳ホソバシケシダK

Gイヌワラビ　　K

Hアオイスミレ　K

4・4　4。4　4●4　塵・4　4・4

ま，2　132　192　噺●2　2。2

→一　　十　　十　　率　　幸

2。2　2噺32◎2　202　2・2

＋骨2　　4一　＋02　→一．2　一二一臓2

＋●2　＋・2　1顧三　1．1　i零1

十　　十　　十　　十　　十

→一軍2　一ト●2　→一D2　一←●2　三重2

十　　十　　十　　÷　　・

十　　十　　十　　舟　　・

＋　　 →一　　王◎2　1●1　1●1

÷。2　＋・2　132　1。2　1，2

1唇2　＋。2　1。2　＋。2　季●2

一←　 ＋。2　1．2　＋。2　十，2

十　　十　　や　　十　　十

牽　 十　1・2i。2＋・2

2。2　1，22。2　亙62　2●2

十　　十　　幸　　十　　牽

十　　十　　牽　　十　　一ト

→一●2　→”　一←．2　一｝一，2　 ＋

や　　十　　十　　÷　　 ・

＋　　 一ト　　→一　　＋　　1●2

＋　　 ＋　 →一．2　一←●2　＋．2

4・4

2・2．，

十

2・2

牽・2

1・1

一←・2

　甲

1。1

1・2

＋・2

幸・2

十

1・2

2・2

十

十

1・2

＋・2

濁査数次

醗アケビ　　　K

C無チヂミザサ　　K

廻イブキヌカボ　王く

G　ヤブニ．ンジン　K

G　ワニグチソウ　K

鷺ミズヒキ　　K

N　ヤマウコギ　　K

Gユキザサ　　K
G　フ藷ノハナワラビ王く

Rヤマカモジ　　K

．翻エゾエノキS

　　　　　　　K

N　クサイチゴ　　K

MMヤマモミジ　 S

　　　　　　　K

Gヤマガシ晶ウ　K

｝｛カノツメソウ　K

（1｝　アマチヤヅノレ　　王（

難アカネスミレ　K

嫉Mマメガキ　　S

N犠減軽ド）s

琵カキドウシ　　K

雛ハエドクソウ　K

NイヌザンショウS

N　ミヤマガマズミS

G　レ：ノプクソウ　K

Gニサンソウ　　K

Gヒ球脚ラ　　K

GルイヨウボタンK

MMミズナラ　　S

Kイノコヅチ　　K

N　タンナサワフタギS

Hヌスビトハギ“　K

Nイボタノキ　　S

｝至　ウマノミツハr　K

鷺　定義イトスゲ　　K

ThムラサキケマンK

MMクリ　　　　S

MMキハダ　　　K

H　ヒ慧】ハノハネガやK

N　ハンショウヅルK

MMミズキ　　　S

R　ヒナスミレ　　．K

GツクバネソウK

Hミツバ　　　K

G　ヤマエンゴサクK

Thキツリフネ　　K

G　マムシグサ　　K

　　　　　　　十

　　　　　　　9
2●2　　。　2奪2　＋囎2　2。2

3●2　　・　　162　　尋一　＋，2

　　　→一　　・　　÷　　。

→一　　G　　÷　　→一　　十

　　　・　　十　　う

・　　｝　　十　　→一　　・

●　　三魯2　132　＋●2　　．

・　＋　　→一　士　　＋

…　　　　　　　　十　　十

十　　・　　率　　十　　・

。　　ひ　　。　　・　　十

●　廊　　士　　士　　＋

・　　十　　十　　十　　十

．　　三。2　182　1費2　1齢2

・　　牽　　十　　十　　9

．　　争・2　→一◎2　＋●2　や●2

。　1・11・ユ　1・1　牽

。　　十　　牽　　十　　一←

・　　十　　十　　十　　・

・　　＋曾2　牽．2　＋鈴2　＋●2

十　　。　　十　　　　　・

十　　・　　率　　・　　。

3．3　 ・　 3夢3　 ，　 3。3

1。2　　，　　1噸2　　寧　　1●2

1●2　　・　　1，2　　●　　1●2

十　　・　　÷　　・　　・

・　　十　　十　　。　　・

・　　＋●2　　．　　＋曹2　　。

・　　十　　季　　十　　÷

P　　十　　→ト　　・　　嘆

・　　　　十　　・　　一←

●　　　寧　　ナ魯2　　＋　 斗一●2

0　　　●　　＋●2　＋。2　一←。2

P　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　o

　　　o　　　　　　　の　　　　　　　o　　　　　　　．

。　　　　　。　　・　　十

　　　…　　　　　2。2

・　　・　　。　　・　　十

，　　　　　　　　”　　　　　　　　9

・　…　　　　　1・2

・　　・　　。　　。　　十

　顧　　　　　　　o　　　　　　　o　　　　　　　o

　●　　　　　　　o　　　　　　　o　　　　　　　o　　　　　　　．

　●　　　　　　　o　　　　　　　，　　　　　　　O　　　　　　　o

　●　　　　　　　曾　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　o

1　2　3　4　5
幸　　や　　牽

→一　　十　　や

1・21・21・2　　　　。

6　7
　　十

　　〇

　＋・2

　2・3

　杢・2

　　‘

　　，

　÷。2

　　十

　　毎

　　十

　　率

　　三・2

　　●

　　”

一桓2

●

●

3・3

2・2

王・2

●

，

十

〇

魯

●

綾一・2

尋一

　〇

2。2

十

十

レ2

　・

1・2

十

十

一36一



衰32．永久方形匿（PQ－33）の種縄成蓑

講査数次 1　　　2　　3　　峰●r－－■－－■■炉」，rPr，L・，“．・闇r■■●幽■－■■馳幽馳hhh馳－炉rP，・…●，圃一一5 6
．一．■【τヤ炉雫7一國一．一－薗幽「－－「炉，亨，L，凹」圃．．・

調査年月緯 78 78　79　79 8G 80

5／21 10／2　5／22　10／塁　5／23　10／一

認蒼面積 （舵×碗） 3×3 3×33x33x3 3x3

方　　　位 L L　　L　　L L 未

傾　　　斜
｛。）

凋

標　　　高 ；瑚 935 935935935 935 癒

草木麟の高さ 翻 4 8　　3　　3 3

草木願繊鞍率 鰯 98 98　95　95 95

出　脱　鍾　数 4 5　　4　　5 4

H　シバ K か4 5畷5・54・4 4・ξ 一

ThスズメノカタビラK 2・2 2・34・畦4・4 を4 榊

Hナガパグサ K 3・3 3・32・33・3 2・3 騨

鷺　ンロツメクサ K 2・2 o　　　　　　　　　，　　　　　　　　　● の F

丁語アキメヒシバ K o 十　　　・　　　・ 噂

一

Thイヌビエ K 9 →一　　　，　　　瞼 ． ド

箔　セイヨウタンポポK ・ ・　　　十　　　。 ・ 一

H　オオバコ K ， 。　　　・　　　幸 ● 一

呂　ハイコヌカグサK ● ・　　・　＋・2 幸・2 一

門33．永久方形翼（菱》Q－34）の種総成衰

講説数次

均田年月田

謁査i面積　（認X肌〉

方　　位

傾　　斜　　｛。｝

糠　　；霧　　励

低木罎の薩さ1鋤

低本纐礁譲率囎

草木樋の高さ1醐

：華：木崩鎮被率鈎、

出　境　種数

　　　　麺ミヤマイボタS

　　　　　　　　　　　K

　　　　Nノイバラ　　S

　　　　　　　　　　　K

　　　　㌶ズミ　　　　S

　　　　　　　　　　　K

　　　羅Mフジ　　　　K

　　　　鷺マツバスゲ　　K

　　　　擁　ヒメシダ　　　K

　　　　Hツボスミレ　 K
　　　　買　　ミツ■ぐツチグリ　K

　　　　賛　クマヤナキご　S聯K

　　　　Thツリフネソウ　K

　　　　T短ミソ壷ソ’く　　　 K

　　　　1｛ヨモギ　　　K

　　　　Gゴマナ　　　K

　　　　G　群rンヤ「フラヒ「　K

　　　　Thアキノウ赫ミK

　　　　Nクロツバラ　　S

　　　　　　　　　　　K

　　　　炉オ寡ムグラK

　　　　鷺チダケサシ　　K

　　　　Thアケボノソウ　K

　　　　Gサクラソウ　　K

　　　　王｛　トボシガラ　　K

　　　　Hタカトウダイ　K

　　　　Gスギナ　　　K
　　　　妊【　タエギキョウ　 K

　　　　Bヨン　　　　K

　　　　H頁ヒメナミキ　　K

　　　　照窃鋒ドジ・K

　　　　NニガイチゴS・K

　　　　G　カラ／、ナソウ　　S

　　　　　　　　　　　K

　　　　短スイカズラ　　K

　　　　Mボタンソウ　　K

　　　　G　ツルフジバカマ1く

　　　RHヒメシロネ　　K

－37一

1234567878　　　78　　　？9　　　79　　　80　　　80　　　8茎　　　81

5122　10／3　5／2　　10／一　5〆22　1G／3　5／21　9／28

1曼21曇21亀　1受21尋21身2穐

NWN脚層W　未　NWNWNWNW
5。　50　50　　編　50　50　50　50

987　987　987　　嶽　　987　987　987　987

　　2　　　三．6　　　　　　L9　　22　　28　　2．2

　　20　60　　　60　75　80　90
　　1．2　　0β　　　　　　0．3　　L〔｝　　G．3　　G，8

　　98　　60　　　　　　80　　6G　　85　　40

2護　　22　　25　　　　　29　　19　　27　　23

2俸2　1●2　2G2　　一

②　　　　　　■　　　　　　8

黛”2　2畳露　3零3

0　　　　　　・　　　　　　0

1●2　1層2　2畳2

0　　　　　●　　　　　9

1賛2　1P2　1◎2

2，2　2。2　2尋2

1。2　2尋2　1●2

2”3＋P2　1。2

2・2　→一　＋。2

い21・2　士

→一2　1P2　牽。2　』

＋92　3。3　　一｛一

1・ユ　→一　一ト

1。2　1鼻2　1．2

1●2　1・2　1寧2

2●2　3●毒＋．2

1。2　＋　一←・2

0　　　　　　0　　　　　　0

縫一”2　　十　 ＋●2

1。2　102　1。2

イー・22・2

3・3

→一・2

十

1・2

十

〇

・

顧

十

十

十

〇

3・3

1。2

十

十

レ2

●

o

●

2。2　三串2　2・2　1。2

　・　・　2。2　率

．な03　3・3　3寧3　3・3

　・　　・　1・2　・

2●2　2輪2　2。2　2。2

　．　　　の　　三の2　隔軒傭2

三翰2　1鴨2　2。2　1。2

2●2　　．　→一．2　→殉2

芝・2　2り2　三曹2　1◎2

＋・2　＋　　・　＋

十　　・　　。　　魯

三・2　1や2　　・　　2。2

＋　　＋　＋　1。1

0　　　　　　　●　　　　　　　・　　　　　　　D

1●2　 ＋　 1●2　 唾一

瞳一　　幸　　十　　→一

幸　　十　　十　　率

＋　　 ＋　 ＋●2　　一季一

＋●2　→一．2　尋・．2　 ＋

・　　。　。　牽・2

＋。2　　一←　 ＋●2　　●

．圭の2　三嗣2　292　　牽

3の3　 ・　293　 D

三勘2 2”2 1。2　2・2

十　　。　　幸　　十

十　　・　　率　　。

→一92　　。　　1●2　　・

o　　　　　　●　　　　　　o　　　　　　，

昏一　1●2　 一÷一　1隼2

1◎2　2。2　1騨2　4・3

・　　十　　十　　十

＋●2　＋92　＋82　＋●2

十　　・　　十　　・

十　　’　　十　　や

　・　・　＋。2　牽



裏34．永久方形区（PQ－35）の種親成口

調竃数次

講査年月日

　調査蔭積

　方　　位

　傾　　斜

・標　　高

（η吟く認）

（。）

（7π｝

高家第一融？高さ｛凋

高本第一鱗敏被率醐

高木第二麟の高さ伽）

高木町ここ不敏被率囎

低木層の高さ〔朔

ユ　2　3　4　5　6
78　　　78　　　79　　　79　　　8◎　　　80

5／22　1Q／－　5／23　1Q／5　5〆24　10／－

20　　　　　　　20　　　2G　　　2（｝

×20　　　×20×20×20

L　未　L　L　L　豪
　　調　　　　　　　調
905　 査　 905　905　905　 資

20

80

6

30

2．5

低木顧櫃被率囎し。

草本篇の高さ伽｝0．6

20　20　20

80　8G　75

6　6　7
30　30　40

25　25　3．0

70　70　70
0．3　　0，6　　0．3

草本顯樒被率 囎 30 30　40　30

出　規　戴　数 50 彦6　71　？7

MMカラマツ 31 4・4 齢 4・44・嬉4・凌 一

MMアカマツ B1 1・1 一 1・11・ユレ1 網

MMカスミザクラ B2 2・2 戸 2・22・22・2 朧

MMイヌザクラ 32 2・2 鼎 2・22・22・2 齢

MMミズキ B2 1・ユ 一 1・11・1レユ F

M　ミヤマザクラ B2 1・1 一 1・1ユ・！三・三 一

S 2・2 2・2　・　2。2

Nサワフタギ s 2・3 一 2・32・32・3 齢

MマルバアオダモS →一
牌 →一　　・卜　　　・ 瞭

Nズミ S 1・2 廓 1・2ユ・11・2 一

K 巳 1・1　・　レ1

M磁クリ B2 ・ 糟 ・　1・11・1 一

S ！・2 曾 三・22・2三・2

Mヤマウルシ s 2・2 朧 2・22・22・2 一

K o 十　　　・　　　一←

MMフジ　　　　S

Nレンゲツツジ　S

　　　　　　　K

謝コナラ　　　B2

　　　　　　　S

NコバノガマズミS

　　　　　　　K

Nノリウツ・ギS

NヤマウコギS
　　　　　　　K

Nツノノ、シハミミS

N　ミヤマガマズミS

MMウワミズザクラS

H　ホソベヒカケ「スゲK

獄シシガシラ　．．．K

醤サルマメ　　K

H狂ゴバギボウシ　K

Mミツバアケビ　K

ユ・2

三・2

1。2

1・2

山≒

1・2

＋。2

i・2

や・2

十

2・3

騰一・2

1・2

2・2

1・2

1・2　1・2　1・2

幸　　十　　十

1ゆ1　王●2　1・ユ

・　　・　　十

1・2　1。2　2・2

1鱒2　1・2　！。2

・　・　1・2

→一　　十　　十

1・2　1，2　1，2

浄脅2　＋撃2　＋。2

1。2　2・2　1璽2

一｝一。2　＋．2　＋骨2

十　　十　　一ト

＋応2　2。3　2の3

＋・2　→一　＋・2

一←魯2　1，2　＋の2

1，2　三。2　1畠2

1・2＋・2　＋

調査数次

Gチゴユリ　　　K

頁タカトウダイ　K

Nソヨゴ　　　K

M　ウサハダカエデK

Gタチドコロ　　K

Thヘビノネゴザ　K

Nコマユミ

Mアケビ

狂オケラ

H　ヒヨド1タバナ

Mウリカエデ

Hニガナ

Nヤマツツジ

Gタチシオデ

Nシナノザサ

襲／イバラ

蘇タチツボスミレK

窯［ヒメノガリヤスK

琵アヤメ　　　K

Chウツボグサ　　K

Hイチヤクソウ　K

Nミヤ吻劣拷s

魏ツル琴ンドウ

Chオシダ

Hコメガや

潟ノハラアザミ

封ワレモコウ

MMホウノキ

層クサボケ

．磁Mエノキ

講クマヤナギ

麟スイカズラ

Gトコロ

NアオツヅラフジS

殺ノガリヤス　　K

Nヘクソカズラ　K

．醗Mコシアブラ　　K

Gンオデ　　　S

Nモミジイチゴ　K

慧ヤブハギ　　K

MツルウメモドキK

H　ミツバッチグ1／K

灘ノブドウ　　K

Gギンラン　　K

翼ナワシロイチゴK

露製エゾエノキ　　K

一38一

三　2

　牽・2

　　÷

　＋・2

　＋・2

　　1・2

　＋・2

K　1・2

S

K　＋・2

K

K　＋
S

K　＋

K　レ2

S　・

K　　＋

K　2・2

S

K

　　十

　　尋一

　　十

　＋・2

　→一・．2

　　十

K　　・

K　　・

K　　・

K　＋・2

K　＋
K　【＋｝

K．・

K　　・

S　　・

K　　・

s　・

　　．

　3　4　5　6
1奪2　1曾2　1。2

十　　や　　十

傘，2　＋●2　→一●2

÷。2　千　＋

→帆●2　1。2　＋。2

＋の2　・←◎2　＋曹2

1零2　1。2　2の2

　・　　率　　十

＋　躯21・2

十　　十

十　　→一

。　　十

→一　十

1・2一←・2

　　牽　　 骨

・　牽・2　＋

　　一ト・2　一←

　　十　　牽

　　十　　牽

　　一ト　　一｝一

牽　　 ・　　十

　　　。　　一ト

＋・2　・　＋

　　＋・2　・

1．2　1。2　1・2

十

◆

十

一ト

レ2

十

．

一ト

十

＋・2

→一・2

1・2

÷

＋・2

牽

十

十

十

一卜

率

＋・2

÷

・

牽

●



調甕数次

RアキノキリンソウK

NイヌザンショウBl

　　　　　　　　S

N　ミヤマイボタ　S

　　　　　　　　K

G　ミヤマナルコユリK

M嫉ニガキ　　　　K

Nメギ　　　　K

鷺アプラススキ　K

NオトコヨウゾメS

G薦あ蒙！ヨウK

Hヒメシダ　　　K

N　ツリバナ　　　　K

Nボタンヅル　　K

簸MコハウチワカエデS

Hジ M葬ク。ウK

Mザィプリボク　K

琶アキカラマツ　K

1　2　　3　4　　5　　6
■　　　　　　　　”　　　　　　　　●

o

◎

o

o

o

1・！

十

十

＋・2

十

〇

十　　　一

十

＋・2÷・2　一

十

十

十

率・2

十

十　　　一

→一　　一

●　　　　　　　　一

幸・2÷・畢

・　　→一

　・　　→・

⇒　　一←

・　　十

蓑35．永久方形区（PQ－36）の種懇戒蓑

講査数次
調査年月鍵

舗査面積　（η乙x蔽）

方　　位

傾　　斜　　（。｝

標　　高　　圃

草木層の高さ㈱

草木願蕪被率願

コケ麟の敏被率囎

出　現　種数

HHカサスゲ

H｝｛セサ

Gスギナ

Thッリフネソウ

RHアカバナ

Thミゾソバ

K

K

K

K

K

K

1234567878　　　78　　　79　　　79　　　80　　　　　　　8王　　　81

5／22　10／35／23　10／5　5〆21　10／35／21　9／28

2．5　　25　　2．5　　25　　　　　　　　　　　　　　　　2．5　　　　　　　　　　　　　　2．5　　　　　　　　　　　　2．5　　　　　　　　　2．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　x3　　　　　　　　　　　　　　　x3x3　　　x3　　　　　　　　　　　　×3　　　　　×3　　　　　　　x3　　　　　　　　　　×3

839　839　839　839　839　839　839　839

60　　100　60　　100　60　　130　55　　13G

90　　98　　85　　100　85　　100　講5　　95

－　　98　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

76555556

跳ア影多．グサK

臆廊べ

4。尊　5・5　畦骨4　5。5　《茎D4　5の5　3・4　3　護

2。3　3・42◎3　1傭2　2”2　1郎2率・2　幸

232　1。2　2”2　2。2　191　2・2　一を蓼2　1・2

1吻2　2・2　1・2　2D2　2・2　2。3　 ・

＋。2　＋　　＋　　・

÷・2牽・2　。　壷・2

十　　　…

　●　　　　　　　　o　　　　　　　　廓　　　　　　　　o

．　　　　　　●　　　　　　・

牽　1・2率・2

魯　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　珊

・　・　＋・2

2・3

←

調壷数次8：冠水少なく立入り可飽。

一39一



蓑36．永久方形庭（PQ－38）の覆親成裏

講査i数次　　！2345678調査f琴選　饗　　　　　　　　　　　78　　　78　　　79　　　79　　　8G　　　80　　　8i　　　8茎

　　　　　　　　　5／22　10／45／23　10／一5／22　1G／35／21　9／28

縄蘭積瞬）1覧2圭％21隻ユ2　三隻12圭隻121隻亙21隻ユ2

方　　　位 SW　SW　SW 未 SW　SW　SW SW
傾　　　傘窪　　　｛。） 5　　5　　5 灘 5　　5　　5 5

標　　　高　　　㈱ 92G　92G　920 査 920920920 920

蕩木第一趨の高さ〔凋 18　18　ユ8 18　18　18 三8

高木第一麟簸被率幽 75　80　75 75　80　60 80

高木門川川町の遭玉さ〔凋 8　　8　　8 8　　8　　8 8

高木第二顧植被率膨1 10　1G　10 1G　15　10 15

低水顯の高さ　伽｝ 3．5　3．5　3．5 3．5　3，5　3．5 4．G

紙木顧植被率　囎 70　40　70 60　70　75 6G

草木繕の認さ　1側 G8　0．6　0．5 0，5　0．5　0．5 o．5

箪木縢繊被率　幽 鷹G　75　4G 40　40　違0 畦0

コケ麟の樒被率　幽 一　15　ユ5 20　15　15 20

出　現　腫　数 31　50　47 60　55　54 52

MMハンノキ　　　81 4。45・4嬉・4 一 4・44・4　を4 4・4

Nミヤマイボタ　S 4。壌3・3峨・4 騨 3・3を44・畦 4・4

K ・　　・　1・2 1・2レ21・2 1・2

瞬　ノリウツギ　　　S レ21・21・2 m 2・21・21・2 1・2

MMヒノキ　　　S・K 牽　　士　三・2 槽 1・2　＋　　→一 士
一屑

Nレンゲツツジ　　S レ21・21・2 哺 レ1ユ。2　・ →・

K ●　　　十　　　幽 母・　＋　1・三 牽

Mネジキ　　　　S →一　　→一　　一← 皿 十　　　十　　　尋一 十

鷺Hカサスゲ　　　K レ22・22・2 齢 2・32・22・3 2・2

殖ヒヨダリバナ　　K ＋・21・i峠一・2 一 牽・2畢・2＋・2 ＋・2

Hチダケサシ　　K ＋・2＋畢1＋・2 一 李。2率・2＋。2 ＋・2

Kゼンマイ　　　K 十　　　十　　　十 一 十　　　．÷　　　十

H　ツ君ミスミ　レ　　　　　K ＋・21・2や・2 冑 ＋・2幸・2瞳一・2 ＋・2

Rナライシダ　　　夏く ．＋・2＋・2牽・2 ← 一←・2＋・2＋・2 一ト・2

MミッハヴケビS・K

Nサルマメ　　K

Rミヤコアザミ　K

騒ノハラアザミ　K．

飛モミジイチゴ　K

ChヘビノネゴザK

Nサワフタギ　　K

Mカマツカ　　　S

　　　　　　　　K

Nメギ　　　　S

Nコマユミ　　K

Gスギナ　　　K

鷺ハンゴンソウ　　K

MツルウメモドキK

Gタチドコロ　　K

MMサワラ　　　Bl

　　　　　　　　S

MMウワミズザクラB1

牽・2　率　＋・2

率　畢　＋・2

1・2　＋　＋・2

．十　　・十一　　一｝一

1●2　1，2　ユ●2

率　　十　　十

＋　三・ユ　牽

＋　　・　ユ・2

　曾　　十　　　’

→一躍2　　。　　→一の2

1・2　瞳一　・

＋　　・　1・ユ

十　　・　　十

牽　　　・　　→一

瓶　　・　　牽

’　　十　　十

’　2・22・2

　・　1・11・ユ

＋富2　＋．2　　●　・ト噛2

陸一畢2　　＋　　牽。2　　÷

1・1　一｝一　1。1　＋

十　　・　　一ト　　・

1の2　1●2　＋・2　1・2

→一　　牽　　十　　十

十　　率　　一軒　　畢

＋噂2　一ト●2　骨一P2　 ＋

攣　　十　　ヰ　　十

＋・2　＋瞭2　→一●2　＋謄2

十　　 →一　　率　　 →一

1・ま　＋　÷　　・

＋　　・　一←・2　・

1・ユ　．季　　＋　　十

→一　　…

十　　十　　十　　十

2・2　2．2　202　2。2

i弓1。11。11・1

　　　　　　　　－40一

灘．奮．数次

　　　　　　　　K

醤ズミ　　　S・K

M　カラコギ口開デS・K

醤ノイバラ　　S

　　　　　　　　K

鋼Mフジ　　　　S

　　　　　　　　K

鍼Mミズキ　　　S

Hタニスゲ　　K

鷺ヒメンダ　　K

HRヒメシロネK
｝…　ナンプアザミ　K

騒タガネソウ　　K

Gシオデ　　　K

Thアケボノソウ　K

N　 コノぐノガマフぐミ　K

RミツバツチグリK

Nスイカズラ　　K

M泌イヌザクラ　　　S

N　ヤマツツジ　　K

Chイヌガンソク　1く

M　ウリハダカエデK

MIvIカラマツ　　　Bl

Mノブドウ　　S

Hキンミズヒキ　K

R　アキノキiメンソウK

Gヤマガシュウ　K

疑ハリガネワラビK

Thツリフネソウ　K

M瓢コナラ　　　K

翼クマヤナギ　　K

罠　ミヤコザサ　　K

N論シキギ　　K

鷺コメガヤ　　K

GアケボノスぐレK

舅論ガナ　　　K

HヤマカモジグサK

Hミヤ効�奄

醤ヤマウコギ　　K

N　ニガイチゴ　　K

Nハナイカダ　　K

Hタニギキョウ　K

Nユワトコ　　　K

N　タンナサワフ噴石K

Mヤマウルシ　　K

調査数次8二．．

1

●

●

，

●

幸

十

→一

●

，

●

2　　3

＋・2＋・2

士　 十

＋　　士

1・2　＋

　■　　　　　　〇

十　　十

十　　→一

3・33・3

2・2玉・2

2・2　＋

十　　÷

・←　　十

十　　一←

十　　十

十　　牽

．＋　ユ・2

十　　牽

　●　　　　　　　　〇

十　　・

率・2　・

→一　　’

十　　　曹

十　　●

・→一　　’

十　　　・

噺　　　。

→一　　「

十　　　・

十　　　・

　・　＋・2

　。　　率

　・　　畢

　・　　十

　の　　　　　　　　o

　o　　　　　　　　り

ヒ部に林道建設中。

　5　6　7　8
＋伽2　＋◎2　　．　　＋c2

　畢　　　　　　　　・　　　　　　　　，　　　　　　　　．

土　　・　士　士

一←　　十　　十　　　齢

　・　　・　＋　牽・2

　・　　尋一　　十　　→・

→ト　　・　　幽　　十

→一　　一←　　率　　畢

3骨3　3騨3　3の3　3●3

三．2　1。2　1。2　　一←

→一●2　1．2　＋暑2　1●2

　・　　十．　　十　　牽

牽　　十　　→・　　牽

牽　　牽　　十　　　・

1・1　十　1・i　牽

÷　　率　　十　　十

牽　 2・2　 ＋　 iじ2

十　　牽　　十　　→一

　・　　十　　 。　　●

＋　→一　＋　1・2

十　　 ・　　・　　十

　。　　・　　噺　　　・

・　・　枯　・

　・　　十　　十　　十

　・　　十　　十　　一←

十　　一ト　　・　　・

十　　牽　　十　　．十

→一。2　ユG2　＋・2　1。2

棄

○

十

4一

尋一

g

〇

十

．母一

十

十

十

十

十

十

〇

十

→一

十

〇

十

牽

．や

十


